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　Observingthe　m6tam〔）rph（）sisofalready　kaown　free　IMロg　Coρe20da－Nauplii，species　na㎏es　of

lvhichare萱nεable，theauthersh・wedthattherearecarta加differences董nthetypes・fgr・・v重h

and　form　s　of　b（）dy　and　apPendages　acc〔）rding　t（〉　their　ecol（）gical　type　of　hfe，　creeping》　P61aging

or　Fin｛ermadiatng，and　their　forms　are　expla董nable　from　ec、）10gical　pohts　of　vewド

　1）　There　are　two　types　ot　gr》wtll　re且）resented　respectively　by　fol1（）wing　equations

　　　　　　i）　B＝bSa・

　　　　　　ii』）　B；βeωB，

whereB’s’ength・fb・dy，S’sthe…ber（）fst＆geンanda・』b，αandβa「ec（）農sta且ts・

　Pelaging　Nauplii　be1（）ng　t〔）the　first　type．And　coastaL　benthic　and　freshwater　命ecies　bebng　to

the　sec（，nd．This　second　type　is　rec｛）gnised　generaUy　in　crustacea　as　the　law　of　后ro〔）ks，but　here，

even　in（）ther　species　but　C（ンpep（ノda，　n（）t　a　few　I、arval　form　s（）f　pelagic　life　were　3hqwn　t6　take

this　type　in　growth，

　2）　Growth　of　appendages　is　alrso　represented　by　similar　equati（）as・

3）The・riginalf・rm・fthelstAntennahasthreesegments，butthe2nd’hasfTequentlya
Subdivisi（m・Thisdeve1（）psm・reinpelagertype・fanimalsandn・tincreepi婚・n戟Number・f

setae　on　this　apPendage　are　also　more　numer（）us　in　pelage1㌔

　4）　Exo－as　well　as　Endopodite　on　the　2nd　Antenna　develop　m〔）re　as　Iocomotive　organs　in

m（♪re　pelaging　animals　and　have7－8segments　on　Ex乱）p（）dite．It　also　functions　as　feeding　organ

＆s・ve11asalocQm・tiveQneinnotsopelagingorcreepingspecies量withamolarpr㌧）cesson

CoxoPodite　and　fewer　segm　entations　of　Exopodite．　In　the　true　creeper　there　are　only　four

segments（）n　it，and　End／podite　develops　to　a　feeding　organ　of　large　arm　w孟th　a　m」vable　knife

on　the　tiP。

　5）　In　the　pelager，the　fりrm　of　Mandible　resembles　t（）that　of　flle　2nd　Antenna，but　has　a

molar　process　on　Cりxopodite　which　is　similar　to　that　on　the　2nd　Antenna　of　the　creeρer，

Namely，it　can　be　said　that　Mandible　of　pelager　has　a　similar　function　to　the　2nd　Antenna　of

the　creeよ｝er．

　In　N＆u長）1ius　nearer　t（2the　creeper　in　nature，　∬landible　takes　a　special　form　as　a　pure　feeding

orgaa・

　丁駄ese　relaしiりns　are　rビpresented　very　well　by　the　form　of　Masticat・）ry　pr（）ces30n　iaside　surface

of　Elldopodite　of　Nandible；　thepelager　has　only5setae　as　original　f（）Y・117　atld　the　mっre

s・trengthened　tlle　creepjng　nature　is，the　more　it・transf・）rms　a磁develop㍉　mαking　la｝¶ger　gae　or

tw。setaeandpr・jecU・gthepr、）cess・）ithQthersetaeretr。ceユlag（）τd3geaeratiほ9（而ヒ．Calanina

and　Dia』）t、）midae　ha〉e　Lhe　original　forPn，AcaYtia　has　two　special　spin33，aad　Tem・）ridae　is　sa五d　t・）
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be　an　ioterma’1i試e．　Those　o｛　Paでa－　and　Pseuioca1義nioa　as　weli　a3　Euca璽anin＆　resemble　to

orghal　form　but　one　seta　becmes　cDmparatively　largeL　This　chracteristic　pr、）gresses　gYadu蔵lly

to　Centr）pagi畳ae　and　P・）ユし911ida2and［ill　Su！）ord2r　Pod）plea，in　which　it　ch＆nge3to　a　feediug

organ．　Twご）types　are　seen　iaビ1is　Sub）rd3一，　one（）f　which　翫as　al）ng　f・）τk－f、）rm　sきヒae　and　it

ist乱）ロ9’・ttodevご1（）2agalほとH1ぬaypeofとhepelagersuchasOiしb）n＆韻dOユcaea．lnt舵（）tber

ty2e　it　v乱ries　moreヒ（）tilat　of　the　true　cr己eper，such　as　H＆Ypacticiコae，on　which　Eα（1）2Qdite

degeaeratesperfectly，aqdpr．）ce33itselfdeve1（）f）esaadpr（）jecしsleaviag（）alyafewse［aeandwith

asdssoτs（）rKnifeontheti戸．O、1山eδivideofしhe3etw．）ty、）esstandsCソcbpina。

Dif！eringfr・）m（）therspecie3・ノ田aどpacticidae，L）ngi．）ediauNユuよンhusisすextremepelageraad

itsfgrm（）fbL）dyand＆PPe漁ge5rese⑳1e3t・）that（）fpe！agerCeatr・2agid蔵e・th・）ughtheadult

・fLqngi2edi昇捻貧しrueαe）ρeL

　6）　Fro欄the　p（）int　of　view　abl）ve　meati、）aed，the　auヒher　discussed　the　f《）rms（）f　Nauplli

phyL）geaeticaUy　a駄d　c／rn∠〉air己d　them　、）itll　the　usuユ1cl孔3sif丘caしioa　ia　adults．

　7．）　Tile　similaliしie3　a・1d　differe三1ce3　（ノf　the　fonコs　bet、veea　oしher　Crl毫sヒacean－and　C）pepbda－

Nauむ）1ius　are　discus～ed。

　8）　KeyしQ　the＆1r3＆dy　ka八m　Copepod－Nau、）liHs　giv～n．

緊
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　C）pep滅aくま悔洋，湖水乃景も電雑な動物プランクトソとして，従来凡てわ海洋調査に於て詳細に検討さ

れ，その成体に凝てほ殆ど残る隅なく分類ざれ，又海洋？）各水塊に枕ての指標唾うく挙げド）れていろo然るに

その幼生であるN知ノliUsに関してほまだ分類が試みられたことなく，海洋調査7）プランクトン定量，定性

の記録にも金てNaupliushrvaとして一一括して報告さ，h、ているに過ぎず，之を留！的に，1反扱つたものほないo

之ほC（｝pepoda　Na“pRusがその形態う特異で，成体㌢之から想像することが全く不吋能である上に，轄に

シ孚游：性のもわでぽ卵ほ個々1こ放出ざれ潭漂して後辮化し，又之を入工的に饗育することも甚だ困聯で湊、る総
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にその種（Species）を明かにすることが出来ないことによろもので浅）ろ。Nauplius『に就いて種名を明かにす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　　
る，二とが出醸ろならば，海洋牛1物学L多くの頁献を齎すことであろうと考えられろ。例えばOBERGの研究

に依れば，KielerBuchtでほσ（∫♂α鰯∫伽醐伽7溺8，オ侃？・廊（傭6副α‘（遮，Tんα7加♂鰯望マh伽P8・酒

0）Naupliusと．愚ほれるものは1，2を稀に見るに過ぎず，極くたまに北潟から入つてくる珍客であるらしく，

刀脚鮮e蜴o，’α雇7襯（Zoは成体ほ可成り遽く’迄Fjord丙に分布し，その雌1溺1・嚢を携行していてNauphus”）第

1stageのものはPlankton－net中に檬集されるが，後溜N鋤phusは見られないO之け本唾が元来汽水性のも

のでま、る為に，Naupliusほ川口から蓮く離れろと成長を止め，且腐塩分フ）爲に臆て死融ことに原因すると思

はれるQ又P伽α侃面燃pα働副ま矢張り成体は広く分布するが，上の種類とほ逆に初期の3ケstageが

Fjord内に見られない。帥ち之ほ外鼻から入づてくるが，幼いものは死に、後期のものは発育を停止する欝

で浸）るQ　Ps8賀docα♂α％幡ε♂o％9α‘us，　『8η”7α♂oη9‘co7癖8，　σ¢尻70Pα亨8s1雄呪‘f’％9，　∠40α弼哲α♂o％ρ一

碗η油，泓6煩」・sα，0ゼ伽照s伽粥s等ほ全Stageに亘り常1調、られる種類で，邑防之等は本来の

湾内種である。斯のようにNauPliusが成体に比べてその理鹿に対して鏡敏であることから，擬集したN＆u－

pliusを質的に分析することに依つてその海区の水塊の組成をよりよく知ることが出’来ると考えられるので

あるQ
　生物の形態はその生態と密接な関係を有つものであるが，特に浮游と言う特殊生’活を営むものに於て1ま，

その形態1ま環麗の比軍と不可分の関連を持ち，沖合，、沿岸，汽，水，淡水等の差によつて形態に変化を能ずる

のほ考えられる所である。又表暦性生活から底棲性生楯ヘク）各種段階でも当総その生潭様式に懸じて形態に

変化を来している筈であるQ

　以上のよ5な見地からNaupliusの分類標準が考察：されたならば，生物海洋学に於てそのNaupliusの種名

を明かにしないでも，その種類が如何なろ生浩様式のもので凌）るかを直ちに知り，悔況の推論に根拠を与へ

る上に便宜となるであろ5と思はれる。

　Co、）ep（）da　Naupliusは従来σ卿卿p’創とPo（纏而‘吐でぽ休形其他附属物の形態に於て一見呵成りの相

蓮のあ駐とが認め馳ていたQ例え1揃都後者に比し体形が豆形で巨側扁され韻騨脹大租之をこ

多くの羽状毛（Plumosed　seta3）をっけているQ之等の形質を観察すれば前者のものは全てPelagicの生活

に都合のよい形態であることが到る・而して成体で伽η鵬OP伽とPO（1卿κ侃とを比甦すろと前者ほ殆ど例

外なくPelagic　lifeを賞むもので湊、り，後者は浩岸性或ぽ嗣簡性のものが多い。此の2種の生活様式でその

形態に甚大な影響をうけると考えられる部分ぼ，シ孚游形態乃至游泳器官と擢総耳器官であろうQ前者ほもとよ

り当然であり，後者も潭游状熊に於けると翻飼状態に於けるとで1ま撮調機柵が異る9ほ必然である。Naup－

liusでは浮溝乃至游泳に随はれるのは主として第1及び第2剛i角で，癩餌にほ》landibleが主として用いられ

る。而して蝦実之等の附属肢にぽ多くの変形が認められろのであるQ

木論ノ淵Lの趣旨に依つて現在迄に知られたC・pep（）d轟Naupliusに帆・て，その蟻によつて・体形並

，びにその伸長の様式に差のあることを証明し，叉上記の三附属肢に置点を置いて，形態を観察し，生態によ

つてその形態を数個の群に分つことが出来ることを示し，更に各科の分：類と系統発生を考察し，終りに他

種甲殻類Naupliusの形態と比較してその異同及び特匿を求めたものであるQ

　本研究に当り、恩師雨宮先生に種々律指導御忠告を辱5したことを潔く御乱申上げるQ

第1章　C（）ρeJQda　N＆uphus研究の歴史

C（）2e2・且aN＆u身1ius劇71ウ年にLEE肌NHUCK，1783年にKARLDEGEERlこ依つセσツ8♂・P8の幼

生として発見されたが，この知，識ほ中絶してF，MllLLER　l羽7あ年既に之を独立の属としてガ側P♂翻及

」㎜拠o解と命名し，8種に分けたQ35年後L．JURINEほ始めて，その変熊と発箋に就いて述べ（1820），

H．RATHKEは更に之を発展ざし（1833），次でC・CLAUS7〉一連乃研究（18ラ8－1892）によつて此の方

面の科学的の墓礎が確立され，1906甲つBER（⊇のKieleY　Buchtに於けろ優れた観察ゴこ至つて形熊的，発争的

の一貫した系統、的研1頚に曉うミ齎らされたとー費えるQ

　其後も多数の人々に依つて各種のNauphusに就いてそのt随旨，変態ボ追求されてきた，しかし何れも
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夫々断片的に1種乃至数極にういて歓察をしたに止り未だ之等を綜述し分類したものほない。勿論成体の種

の多数に比べれば観察ざれたNauplkIsの数は数 トに過ぎず分類の試みほ現在時期爾早として人々の敢えて

なさない斯でも渉）ろうが，1又従来観察された種類に付いてその記載を見ると，研究者に依つ，て重大な形質に

ついて極めて大きな相進が報告ざれて居て，何れが正しいかについて．販捨に迷5ものがあるのも一原因かと

も思はれる9例えばDIETRICHの（功掃opsの観察に於て（2）又FRASERの17勾艶∫oP，轟8の研究に於て（6）何

れも変態のStage数を5とし，従つて（η㎜πoP惚αでほOrthomuplius2期を有すろに反して，PodoP融αで

ほ唯1期を持つに過ぎず，ここに変態ク）潅化的簡易化箏行われて全Stage数に於て（勉㎜π卿♂飾が6stageで

凌），るに対してPo‘～op♂εαは5であると言つているoしかし其他の人々のPodopleaの観察では何れもStageは

6であるとし，叉（7ッ8Jopsでは同種をq5），T　i　griopusでほ極く．近縁種を観察（H，した著者の結果は何れも6

個のStageを有することを見たo之に関してほ以下に述べる通り，形態からも，又娩皮成長の際の体の伸長

の様式からの推定（16）からも以上の人々の観察’こ誤りがあり，独立崇活のCoρepoda－Naupliusρま金ての種類

を通，じてSta塑数ほ6個で凌）ると薯者ほ確信する、o

第2章本論に用いた材料
本報告でその形態を生態学的見地から綜括比較した種類ほ今日迄に知られた吹のような種類についてであ

るo

　（本分類法に関してほ第5章第2節木観点からの分類と成体に於ける従来の分類との比較g項参照）（以下

（　）中ほ観察者名とその年代）

　Suborder　σツ鵬鴨OP♂θα

　　　Tribe　（7α♂απo弼α

　　　　　Familyσα‘α幅4αθ

　　　　　　　Subfamily　σα」α痂ηα
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）　　　　　　　σ2、
　　　　　　　　　　　σα♂α吻砧s　∫伽㎜α76雇側s　（1916　LEBOUR，　1933GIBBONS）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　　　　　　　　　　　σ漁燃』ご・η8溺（1934C節IPBELL，

　　　　　　　Subfamily　Pα7α6α♂αη伽α
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
　　　　　　　　　　　Pα7α6α」α％セ』s　pα7脇s　（1906　0BERG）

　　　　　　　S　ubfam　ily　　P　sθ％408α言α％茗％α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
　　　　　　　　　　　Ps87諺‘ε06α♂伽？綿　8♂oηgαご？膿　（190’1　0BERG，

　　　　　　　Snbfamily　E％eんαθ擁％α
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　　　　　　　　　　　刃％6んαcεα　’仰o痂侃　（1934　CAMPBELL）

　　　　　　　Subfamily　刀？己侃」α幅％α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘iO）
　　　　　　　　　　　なRん茗ηα房α％％8　ηαs堀us　（1934　GURNEY）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
　　　　　　　　　　　1～・607・脇砲s　　（1934　GURNEYク

　　　　　Fa艶ily　　〔γ8ηご70Fα9乞4α8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
　　　　　　　　　　　σ8鋭ア・opαges　んα㎜α編s　（1906　0BERG．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　　　　　　　　　　　B2・％麗’♂α　α‘～8魁αごα　（1945　FAIRBRIDGE）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（‘）
　　　　　　　　　　　ヱ308c融」♂α　opαg襯　（1945　FAIRBRIDGE）

　　　　　Family　D乞αPごo偏4αθ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　　　（3）
　　　　　　　　　　　Z）‘αμo轍葱8　少α6裾ゼ8　（11927　DIETRICH　1932　ELSTER）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　　　　　　　　　　　刀．脇♂μ？・ゼs　（1927，DIETRICH）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21レ）
　　　　　　　　　　　か・6んα∫∫卿・質i1929洞沢）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　　　　　　　　　　　丑8ごc？’060p8　叙，認8呪α？？％茗　（1932　ELSTER）

　　　　　Faコily　7ye禍o，・掘αe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
　　　　　　　　　　　7’弓㎜07α　どoηg吻o，・幅8　（1906　0BERG）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5δ）
　　　　　　　　　　　／顎↓，■2ノご8㎜o，■α　11‘7？漁〔～o　（1906　0BERG）

　　　　Family　　POηεC♂♂奄〔♂αC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）
　　　　　　　　　　　1グf》¢」αみ喫！066賀z　α鵠Fゐ舜7商6ε　（1934　」OHNSONノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2心
　　　　　　　　　　　望70πα％粥　4囎c鰍dαごマ若s　（1934　」OHNS〔）N）

　　　　Family　　！【6α？・ε乞慮dαθ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
　　　　　　　　　　　。46α7ゾ¢α　疏μ♂08α（1906　0BERG．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3ω
　　　　　　　　　　　ノ4．言侃g？・om〆8　（1906　0BERG）

Subこ）rder　Po〔ε01）」8α

　　Tribe　σツ6Jopo掘α

　　　　FamiIy　σμ6Jo㍗掘α8

　　　　　　Subfamily　（γΨo♂oP居？zα
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15》
　　　　　　　　　　　σ3／o『01）s　　』乙8祐e左α？曙乞琶　　ぐ1942　　オ壱、岡）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
　　　　　　　　　　　σ．s‘2’8篇％S　ll1942　花岡）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α5）
　　　　　　　　　　　σ．勉s6部（1942　花岡）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（恥5）　　　　　　　　　　　　　一　（2）
　　　　　　　　　　　σ．sε”・？4αピ？岩8　（1942　オE岡，1927　DIETRICH）

　　　　　　Subfam量ly　O乞εんo幅れα
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
　　　　　　　　　　　0ηcαεα　m8φ匠c，・，・α％eα　（花岡）

　　　　Family　（70？Ψoα6掘αc
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
　　　　　　　　　　　（70，盟α棚叩　1、花岡）

　　　Tribe　　Hαr∬）α梶乞60哲dα

　　　　F瀧mily　　／fα7宴）αc‘信6乞dαe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　　　　　　　　　　　望吻帥％s∫？伽s（1935FRASER）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
　　　　　　　　　　　望7。，知po幅翻s　く、1939　詫岡）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3・≦）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3め
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）
　　　　　　　　　　　L，〃伽07　（1935　NICHOLLS）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3章　成　　　　長

　第1節　体の伸長率σ6）

　Naupliusが晩、皮して成長する’につれて体長ボ如何に変化するか，即ち今或ろStageに留る時聞ほ考えずに

腕皮からIB披に至る期間を一単位齢と見て体長とStageの番数との聞乃関係を見ろと，全Nauphusを2群に

分つことが出来るQ

　第1群は，君を体長とし，8をStage数とすると

　　　君；68（5　　　　　　　　　　（1）

の形で表はじ得ろものであろQ蕪にα，δほ種類に依つて異り，αほ成長の速さに関係し，6ほ成長の速ざ及

Naupliusの大きざに関係する常数で1凌）るQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5一



　（1）式は自口ち

　　♂oグ1f＝♂o砂十αJoダ8

体長の対数とSヒage数の対数ボ直線園係にあり，且つ

　　　1　d君　　　α
　　万お一＝』ガ　　　　　　（1γ
成長傘（脱皮による体長変化とその時わ体蔓との比，所謂Growth　fact（）r』）ほSt廻e数に泓吻列するo）で凄）

つで，第1表上段第1群の種類が之に属する。（第1図〕

　Fig。　1　Growth　Curve　of　Nauplrほs　　　　　　　　　第2群1ま
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　第2群にほ滑岸性，縫内性乃至底棲性及び淡水グ）ものが属するQ而して大体Pelagicの性質ア）3量いもの程

αの殖が大きいQ帥ち体の伸長・うミ速いと言つてよいようであろ。

　この5ち0泌o％α＆♂η臨8のよ5にのPeぬgicの性質のものでαの値小さいものo又（功do2，8s8η・欄ご’βのよ5に．

漣沼性でαの比較的大きいものがあるが，之等ほ後述の第1触角の成長奪を見ろと，前者ほ大きく，後者ぽ

小さくなつているQ
　腕皮変態による体の成長傘についてほ，多くの甲殻類で成長率ボー定で湊）ると書5ことがFOWLERに俵

つBR。。KSての法則として撰謂・3trac曲，Z・ea，K了abbe輪1こ酬ざれ5るこ、と・晦暴れ窃

る。この法則ほ〔2）〆式の条件を満足するもので，第2群の成長型であることを示浄』もので湊）ろ1Q種々のD＆ta

にょつて当ってみて、も，この法則が色’々の種類で酊成り適用ざれ5ろことが認められろ。（第2表iジ．

　　　　Table2，Growth　Coeffidents　in　v＆riα三s　Cr旺stace鋤sしu七・

　　　　　　　　　CopepGda，wh1cb　fo110w　the　Law　of　Brcoks，
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　NauphUSでも上記のよ5k，此o）法則に合うもの1

が多い・鵬叉第1群の凌）ることが認められるので湊）

るQ

　大きな変態がなく，大体相似形のまま成長の最大

、点に近づく場合と異り，Naupliusの場合ほその成

長過程の初期の或る特定斯間丈を間題にしているの

で凄）るカ・ら一一麹没の成長型に上とべると特殊の場合と言

ほねぼならないが，Cepepod＆以外でも数廼のもの

で第1群に属するものが貝，られるo上蓮のように

BROOKSの法則に従うのほ滑岸性乃至底陵性のも

のに多く，従来この法則の証現に用いられたものほ

底棲のもの・ざ多かつたのであるがン上寵のよ5に

Pelagicのものの5ちにほ之に当てほまらず別の型

三戎（1）に従のものがあることが認められろので凌）るo

Fig3
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（第3図並同附表）
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260
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490

530

Fuj藍亘aga＆
　K資sahar乱（ig）

乙θαπ（～8，・sθ，・ア・αご秘s

Growth　factor

　　（100）

1．10（玉10）

1．05（115．5）

1．04（121）

Gumey（71

ハ7ツαゆん㈱6860鳩醸

Growth　factor

　　（100）

1。46（146）

L33（1％）

1．30（252）

L　O2（257）

1θ13（291）

L　O6（308）

エ．08（333）

1．06

1、ebour（29）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Data　of　Fig3）

　第1表中のαの値の最小の刀％oん側α”P爾6αとσ鋼orsみ娚弱8ほ共に僚内に多くのyolkを有しているQ刃％β一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
んαααほその鯨化は200～400ηの深贋で行われ，後期Naupliusも100m以浅にほ月、られないものでLabrumも

退化して居て，その栄養ぽ殆ど全部が体内のyolkに依存：していると考えられ，NICHOLLSはE％6勧面η㎝一
　　　　　　　　　　　　　　　　（33）
聯α醗く同様のζとを鰍してし・る・

　σ岬δp8∫痂昂sほ池沼性で群集を作らぬ種類で，Lαbrumほ相当発達し，体幅も大体体長と同程度の伸長を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
示すが，yolkは第5stageでも術その痕跡を残しているo

　σα」㈱，眉ノ伽鵬7爾o～硲1量1虜群に現われていろが第1群のほLEBOURがPlymouth実瞼厨内の大水櫓に培養
　　　（28）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i2）
したもので・第2群のほGIBBONSが北悔北西部の材料について観察したもので湊）るQ之ほ第4Stageで成

長傘に差が生じているが，沿岸又ほBank附近で騨化したものが，後期N＆uplius期にOceanic　lifeに移る生態

上の変化と関連して考えられよ5Q
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
　DAMASほσ轍魏s∫‘脇α7a励～轟sで8ケのNauplius　stageを発見したと言つたそ5で湊、るが，之ほ其後独

立生活のCopepodaでは6以上のN＆uplius　Stageを有する種が発見ざれない、点から全く無覗ざれて来たo
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、

　しかしCirripediaが7～8ケのNauplius　Stageを有することから見て一・応再検討の必要が湊）るかも知れな

いQ寄生性のCopepodaでほN駄uplius　Stageほ1～2に減じているものがあるQ従つて上記のこともStageを

見落したと武5わけでなく奄Stageが短縮ざれたと考える場合に一つの参考となるとも考えられるので湊）る。
　　　　（12）GIBBONSのσ∠4L。4！〉ひ8に就いての第6Stageの体畏の植を図上に於て第7の位置に持つてくると第4，第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（36）
5Sしageの値と直線をなすことほ何かを意味する弔のであるかも知れない（第4図）Q叉OBERGの0痂oηα

Fig4　　Gr（》wth　Curve　of　Nauplius

　　　l　　Cala．　finmar。

1，0

　，8
口自

δo，6

Q
．4

2

2，0

2
3
4
5
6

Pseudoc母1a．Parv。

Cyc．fuscus・
Tigri・fulvus・

Cantho．　Staph。
Oith．similis．

　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　、、、．一”乞館舞！

　　　　　　　　ク！．
　　　／〆A

＜

　　1．8

　　　12、34567　　　　　　　　　　　　　　　S

　叉D坤伽溺捌伽廓に、就てほNauplius

期は（2）式に依つて

　　乃；148θo・6589

Cσpepoditel期1ま　B＝7．25＾Sl2・20

雄iは第3Copepo〔1ite　Stage以後匠唯より稽

成長が遅れるが之もβ＝15。18L85

とい5（1）式で完全に表はすことが出来るQ

　同様にP乞α鮮oη脚8幅θ？留，グ8棚のCopepodi－

teも第2Stageの値が少しはづれるが

　　雌ほ　B⇒。4982・2s

　　雄一ま　　　』8ニ2，468L6

で表ほすことボ出来る（第5図並びに附表）

　第2節　未観察幼形期の戴並びに

　　　　　その体長の豫想

　以上のよ5にその成長が（11又ほ（2）式で表

ほし得るとすれば，或る種類の幼形の幾つ

かのStageの5ち，未観察のものの大きざ，

或は未観察のStage’が幾つ凌）るかの予想・ゲ

可能になるQ自口ち

国
㊦o
⇔

s‘肌乞厄sの第16Stage及ぴ（γ8観ずop傑ges　hα鵬α伽sの夫・々大形の

　　　　　　　　（24）
もの，」OHNSONのEpμα6乞♂o㏄7αの第6Stage，或ほ
　　　　（7）
GURNEYの観察したE脚4㈱07α”6伽の第16Stageで雌

雄による大小の差が生ずると言5のも，何れもその大形

者を第7Stageの位置に持つてくると直線上に乗るとと

は面白い（第4図，第5図）。邸ち丁度2回分の変態に

相当する体長変化をするわけであるo
　　　　　σ）
　GURNEYほ数種の、Cgpepodaの変態に於ける体長変

化をNauplius，Copepodite両者を通じて観察し，その

成長奪（Growthfactorl）ほ一定ならずタBROOKSの

法則に合ほないのほ勿論何等法則性を認めることほ出来

ないと言つているo

　しかし今之を①及び（2）式に当てほめて試みると刃％世

ご飢o川り8Jo詔ほNaupliusp　Copepoditeを通じて共に（1）式

に依って示すことが出来

　　Naupliusの時代ほ　B＝105so・613

　　Copepodiヒe期1まψ雄i卓す　　βコ6．32S2・28

　　　　　　　　　『雄5ま　　B＝5。5682・2s

で夫々完全に表ほすことが出来るc

　　Fig5　Grow伍curve　of　Nauplius

　　　　　　l　Diaptomus　wierzel・、
　　　　　　2　　Eurytelnora　velox
　　　　　　3　Diaptomus　vulga7is

2

3．0

，8

．6

4

．2

　　　　　　　　　の
α『＆s駈aぜ 3ぜ

l　a　3　4，　5　6
　　　　　S

2，0；

　024・6，8・1，01，2
　　　　　　　　　　　εogS
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　　　　　　　　　　　Data6f　Fig5　（IObser“ed　by　Guτney）

　　　　　　　　　　　1　　4B
　　　　　（1）式より　否』　頑「・8＝α

　　　　　　　　　　　1　　，48
　　　　　（2）式より　　君　。雇S』＝α

であるから各Stageの1鈴皮による成長率が一定ク）場・合・1ま第2群で一あり，成長率とStage数の積ブー1走1の場合

ほ第1群である。今瑚褒した相隣るStageフ）幼形つ成長奪から，第1群か第2群か何れかの成長様式をなす

ものであることを知れぼ，それ等の聞に介在すろ未観察りものの数ぽ第1図叉ほ第2図のよ5な，切Bと

♂ogS又ほ8との関係、図の上に或る1og8叉，ほSの笹に対応する点として求めることが出来る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の
　例えば望砂・∫o，襯∫顧，粥ほFRASERに依に依つて観察さrれているが，St＆ge数ほ5と報告されているQ　l本

覆の成長曲線を見るとk第4図）第1から第3Stage迄の直線と第4及び第5とを結ぶ直線との聞に食い違
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）ひ1脇るQ止ヒの種類と極く近雛で湊ンる望F・殉）・画sについてグ曙者の観察でほそフ）Stage魏ま6砧つ

た。近年り真正Copepoda　Nau21iusの変態に関す春報告でほGymnoPlea，PodOPleaを通じてSt嬉e・数ほ6

であつて，ラと言5ことほ若しあつたとしても極めて例外に属すると考えられるので湊）るが，今両者につい

て形熊を比較してみると，FRASERの公∫？ぬ昂sでは第3から第4Sヒageにかけて腹部の発達が甚だ著し

く，叉第1Maxi11＆ボBiramOusになつている時期うミ最後のStage以外第4Stage纏一側しかないo之ほ一般

に殆ど例外なく2個あるもので凌）るQFRASERの記載図が簡単で湊）る為に詳細なと：とぼ明瞭でないが，之

等のこと丈でも弘∫痂品sが弘ゴ仰伽ゼ偽に地べて第4Stageを飛ばしていることが想豫出来る。而して今成

長曲線を見ると，第4Stageを飛び越してFRASERが第4，第5としたものを第5，第6の位置え移動ざ

して点を求めると全部が非常によく一直線上に乗ることが認められ，或ほFRASERの観察に見落しがあつ

たのでほないかと考え一られるのであるQ
　　　　　　　　　（2）
　同様にDIETR夏CHが観察したσαη伽6端p醐畿α悌ッ伽，効憂びC〆1ヴ6姻s8ごr8％”ぽ矢張りStage数’，5と報告

されているが，共に第4Stage迄を結ぶ直線一う＞ら第5Stageの、配ま外れるQ若し之を同様に第5Stageとして

その場所に持つてくると，之も同一直線 ヒに乗る。而して之等壌Fuγcaの附属毛の数，腹部の発達程度其他

から見て第5Stageが飛ばざれたのでほないかとい5ことが疑ノtれるもの看上記のことと同様で・あるo
　　　　　（婁5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
　叉OBERGほP88認ooα」απ2‘s　pα7脚8の第・2Sねgeを，著者ほσv4叩8∫％脇8の第6Stageを得、ながつたが，

同様にして前者ほ0・22mm，後者ぼ0．3mm前後で湊）ろうと推定し得る。又薯者ぽ0ロcaea　mediteryaneaの大
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ざの異る3種のNaupliusを得たうミ，上法を応婿することによつて之等うミ夫々第』2，第4並ぴに第5Stageの
　　　　　　　　　　　　　　　　（17）もク）で湊）ることを磁…認するこ二とカく珪1来；たQ

　第5節　第1鯛角の伸長

　Nauphu3の附属肢ぼ何れも多くの長い弱状の毛を具へて游泳生活をする為の外抵抗を塒す役をしている

が，就中第1触角ぼ体の沈下を防ぎ，或ほ游泳の際舵として，作羽するのが主な役目で湊、り，第2触角ぽ主

として游1泳移動に与り，又Mandibleと共に口器と1して作用する承ので浸、ることほ既述の麺りで凌、る。

　それ故第1触角の長さ或ぽその生長様式，体の伸長に対する之の伸長の膜様辮亀その生態と関連した形

を示すであろうと言うことほ考えられるQ、

　先ず体長と第1触角フ）長ざとの関係について眺めてみると，オを第1触角の長さ，、Bを体長艇すると， 大

多数のものが次式

　　　　遵＝6B紀　　　　　　　　　　　　　　　（3）

で表ぽすことが出来るQ燃こ吸び4ほ種類によつて異る或る常数で凌）るQ而して

　　　　　♂。4　　　　dB
　　　　　一二4・一　　　　　。4　　　　　君

で第1触角の伸長奪重体伸長奪の〔賠に当り，－杢ての種類ほ此の♂の傭によつて大体2群に分つことが出来

るQその一ぽdの笹が0。％で第1触角の伸長率ボ体伸長奪に略等しいもの，他ほ0，57附近のものであるQ

唯σ翼o鰹Sf78脇？君81，こ0，7で両者の中聞に湊）り，Pi岬εoηム・‘s6ん‘げ∫僻ゴoπ乞は0。砺とい5小値：を示しているo

Fig6－1 RelativegγOwthcurveof
l　st　An　terlna　of　NauPlins
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　休長の伸長が（1）式の型のものほ此の場合凡て4二〇．96で凌）る。但しEp珈観ooθ曜ま：稽低く，更に描れ磁観弼

παs燃8ぽ0・57でPelagicのものであるに拘らず第1触角の伸びが非常に小さ1いが，之ぽ体長の伸びが非常に大

きく・他のものう脇≒0・6窓湊）るに対し之丈1ま0，88で湊）つて，体の伸長ボ大で湊）ることが第1触角が浮游箇応

器官として他のものフ）様にぽ外抵抗の暦大の為に伸長しない欠を補つているので凌、ろ5と考えられる。

　今13）式と（1）及び（2）式から第1触角のStage数に対する成長式を導くと

　体の伸長が（1）式の型のものほ

　　　　　オ誤o！乃8a、d
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　　　　　　1　4。4　　　α♂
　　　　　五　　 48　－　　8

　体の伸憂が〔2）式の型のものほ

　　　　　』4＝o（β8ωs）‘τ

　　　　　　1　d亘
　　　　　丁’蔚二αd

印ち第1触角自身の伸長奪ほ体の伸長と同様，それが（11型のものほ第1触角の伸長奪もStage数に逆比1列

し，『12）型のものほ一定で嘩ぞの成長恒数が4倍になる丈であるo

　上記R嫡nca正anusの第1触角の伸長ほ体の伸長に対してほ小さいが，第1触角自身の伸長率α♂の値ぽ0．5

・で殆ど他の第1群のものと同程度であるo

　体成長が（2）式型のものの中でほ

　　　　　σ㎝加Pαge8んα隔α伽s，

　　　　　P蹴do6α♂㈱初8Pα膨s，∠40α，伽伽砂θ幡

　　　　　Z万αμ伽秘s膨49α？・扇αごんo％α8翻曜8

等ほ♂ほ0・96であるが，之等ほ何れもPelagicの生’活を蛍む種類であり，

　中聞の箇をとるQ

　　　　　σμo騨L8鵬んα，・琵，σツ6、sかεη翻s

　　　　　I吻α∫α剛α2σα励・6α？叩㈱8帥勿♂伽8

はその生態も純Pelag量cとも純benthicとも言い難い。

　BenthOs乃至淡水の泄沼性と見られる

　　　　　σツ6卯ssεr剛伽s∫五9吻郷8ゴ吻㎝蜘8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　P卿fo脳so呵∫α吻o痂

ほ櫨が小さいO

　Ec‘ε剛o卿顧s鵬僻‘1ま4の笹ほ小ざいが体長に対する第1触角の長さの割合が他のものに比して非常に大

きく，その成侵率の小を補つて、・るのが詔められるQ

Fig7　Rel＆tive　growrth　of13t　Antenna　of

．6

く．4
曾
陶

　．2

2Q

8

1，6

1　　Cala．　tons．

2Euch．jap，
301th．helgo．
4　Cycl．fusc。

　　　　3

　以上のよ5に第1触角は体長に対しての普通相対成

畏の形をとるのであるが，小数のものほ之に従はず，

発育の途中一時伸長の殆ど認められないものがあるo

之は前述のように体内にyolkを有する種類翫oんα伽

頭P・碗α，σ翼・ps∫痂と五sや深暦性のσ蜘磁sご㎝梛等に

認められるo　（第7図）

　　　20　　　ひ2　　　、4　　　．6　　　．6　　　ao

　　　　　　　　　　　　　　εogB

つて，第1触角ぽ浮游乃至舵器宮としで重要なも爾で，最初から謂愉ば完成した大いざで癬化するものさ湊、

ると考えられよ5。之ほ第2触角及ぴMandibleでも同様であるが，Metanauplius期に入つて始めて新生ざ

　第4節　第2鯛角及び其他附薦肢の伸長

　之等のものも第1触角と同様相対成長の形で表懐さ

れ，それ等り長ざ及び体長とほ夫々の対数が直線関係

にあるが・あまり生態と関蓮した生長様式の差ぽ認め

られないo

　（7α♂㈱雛ごoηs略延び1発肱ろα蜘ゴαPσπ惚の両深暦腫ほ第

1触角と同様の様式で一時伸長を示きない時期が凌、

るQ又（7砿脚mα麟乞幡1うマ同様り型を示すのが見られ

たQ

　第1触角の成長係数♂の殖ほ何れも4より小ざく所

言胃Negative　Allomet！rieを示し，Posit曽eの関係のも

ののないことほ，Naupliusが元来Pelagicの・も・のであ
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れ伸長しでくる第1Maxillaを見ると，その形が湊）ま

り変らず穴体相似的に発育伸長してゆく種類或ほその

時期后ほ，その長ざの体長に対する開係ほ矢張り

　　M＝γB〔1（廻l　mandibleの長ざ，γ．δ．常数「）

で表1まざれると共に

　　δ≒3
と云う普麺年令と成長の間の関係に見られる値の高度

のPos衛ve　allometrieをなすのが見られるQ唯1潔暦性

のσα伽鴨伽8圃まこの場合も稽低くδ＝2を示す。

　　　　　　第四章形　　　態

　第1節　各科（亜科）の特徴

　1）σα‘㈱襯木亜科のNaupliusほ全てのものノ）墓

本型と．環、られるQ体ノま卵円｛則扁し，第3Sねge以後体

後部ぽi著しく伸長し第5St融geで前後体音鰯ま朋かな境

界に依りこ分され，．目．つ後体部ぼ外部に…超まれた3ケ

の，而して第6Stageでほ4ケの体節を有するo第1

Stageは全てのNaupllus中最もEmbγyonicで次第に

発適iし第6Stageでほ最もCopeρo（11teに近い形にな

　Fig8　　Relative菖rowth　of　lst　1遭axiHa

　　　　l　　Idya．　fUl℃．

　　　　2　Tigri．」技P・
　　　　3　　HeterOC。　、▽eiss。
　　　　4　　Cala。　t（｝ns．

　　　　　　　　　　　　　　3　．4

≧

跡，2
、β

　20

　　．8

　　，6

　　　　0　　　、∠

　1，3

20　2　　・4　・6　8　　　　　　　　　ヒogB

る・而して変態ぱ各脆皮毎に耶均して行われ且つ少くも体内的には各脱皮毎に1体鮪を増加する。

　Labrumlま簡単で，far（：＆o）β付属棘！ま第2S甑ge迄一対，第3S惚geで2対となり，更にH宴面に一対の韓を

生ずるQ第4Stageで腹面の棘ほ2対となり，更に後端には数対の棘が出来うQ

　第1鯛角揺3簡を原則とするが，第1Stageでは分飾ほよく発達して居らぬものが浅）り，附属毛も末端に

3，側面に1湊）るのみで湊）るQ第2Stageでは明かに3節になり，その第2節にほ3本の毛を有』，第3

節ほ末端に1小毛を加えて4本となるQ第3節は脆皮侮に毛を加へて最後にほ末端4，腹両5，背面6とな

るQ

　第2節ほ終始3本の附属毛を有するが，此の毛各工本を夫々に有する3の小関節に分れよ5とする種々の

段階を示す（之ほ全ての種に麺ずる性質で夫々に特徴があり，詳細ほ後述する。）以下之を区又ほ区分6ub－

division）と称す’ることとするQ

　第2鯛角の外葉も初期は麗節数5で次第に糟加して最後にほ8節になるo　Coxopoditeの歯（Molar　proc－

ess）ほ第2Stageで痕跡的な始痕（Budl）を示し，次第に発達して第5Stageで最も強大になるが第6Stage

でイま又痕跡的に迄退化するo

　MandibleのCox（）poditeの歯（Molar　processl）は同様第2Stageでは痕跡的であるが，第6Stageで最大

になり，先端に噛面を有するようになり，退化することほないQ内葉第1節の歯（MasticatQry　prQcess）

は多少の隆起を来し，それに5本ク）弱状毛を有する丈で湊）る。

　第1Maxillaほ第3St菰geで如めて痕跡的に現ほれ，第4Stageで内外葉分にれ，第5Stage以後は内葉ほ

数賄に分れる痕跡を示すo

　第2Bねxilla，瓢axilliped！コこ第5Stageで始痕を示し，第6S薇geで第1，第2游泳肢と共に外部に現われ

るo此の時第2MaxiUaほ内面に多くの毛あり，且つ多数7〉吻に分れようとする形跡を示すo斑axillipedは長

い棒状で先端に2毛湊）り，游泳肢1ま巾広い葉状で先端：ま2葉になり，各3～4の棘を附けているが第2肢の

方ほ棘は1対少いQ

　2）刀％oんα8伽α本亜族で観察されているのは深海性のEJ‘甲㎝蜘丈で凌）るが，100m以浅では見られず，

200～400mに最も多いもので体内にyolkを有し篭非常に成畏う遅い。即ち第1Maxillaほ第5Stageで始め

て現われ，又餌をとらぬ為にLabm面ほ不完全で，Masticatりry　Prぐ）cessは全く発達しないo瓢andible内葉

第1節フ）歯毛も1本ノ）羽状毛を示すに過ぎないQ　furcaも簡単で第4Stageで1対，第6でStage2対の蜴い
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Spineをもつ丈である。しかし一般の附属肢ほ第6Stageでρ’徽陀伽と賂同様に迄発達する・

　乙）刀？娚イαz励α後休部ほ長く伸び，先黛尖つて之に王対の是ざの異つた長い刺毛をつけているQ

　第1触角ほ第1及び第2鐙1ほ明かにほ関騎を有さず，第2筋ほ普通3本の附属毛を有するが之ほ1長毛及

び1小毛を有する丈なのが著しいo

　第2触角ほσα」απ伽と異り第2Stageで既に強力なMo1＆rpr（）cesきを有し，外葉ほ初期にラ，後期に6節に

なるが，第1笛ほ大形で，σα伽伽のよ5に小形の節を第1籔としてその根本に有することほないQ

　M裂ndibleほσ蜘窺翻1こ似ているが，内葉ぽ附属毛の数が減り末端に4，側面に4湊）り，側面のもののうち

一は梢’強大になり歯としての発達の傾向を示しているQ

　4）Pα7ω6磁η惚及Ps8配06α」α短禰　σ蜘傭παに似ているが後体部の伸長ほより速で7第2Stageで既に藷し

いQ　furcaにほ始め…三角形の短鈎が凌）るQ叉第2Stageで既に1対の、感覚毛と1対の腹面棘（Ventral　hQQk）

を盤ずるが之、等1ま普麺第3Stageで現われるもので湊）るo

　第1触角ほ第1Stageで駐にその末端に4本の附属手を有し，又第2簡ーほ3本の附属毛の5ちの第2と第

3（帥ち第2簡の宋端）の毛との間に区分の溝が出来るo之ほ本種の著しい特徴である。

　第2触角のCoxoPoditeの歯ほ第6Stageでも退化を示ざない。．外葉の小ざい第「1簡ほ始めから分離してい

るQ

　Mandlble内葉ほ痕跡的乍ら第1，第2節に分れ，第1節『に1の大形Spineと4毛，第2節にほ初期に4，

第5Stage以後6毛を有するo

　5）D卯‘om弼αθ之ほσ蜘％れαNaupliusによく似ている。第1触角ほ第2筋に区分のあるものとないも

のが湊）るo

・第2触角外葉ほ始めから小形の第1簡を具えている。

　瓢andibleの内翼…第1笛のMasticatory　processほ基本形酋あろ6

　Furcaの附属棘ほ（7α」αη5％αに比べて簡単で，第『1，第2Stageほ1対，以後ほ2対で之以上にほならないQ

P卯ごo酬s属でほその中の1対が叉状の神経毛であるのが特徴で湊）る。

　6）σθ舶り，α9ε磁6体形稠細長く，Man（libleの附根の辺が最も巾が広く，前後へ次第に細くなつているの

が上述の極類と異るQ

　第1触角第2笛ほ附属毛が2本のみのことが特侵であるが，第1筋と第2筋ほ明かに独立した関節にな

り，E初8蜘伽αのRん枷蜘η麗と同様，第1筋に1附属毛を有する特異性を示すものと，之を有たぬものと湊）

るQ

　第2角虫角外妻…ほ始めから／J、ヲ彰の第1節を分灘昼して居で終始6筋であるQ

　Ma鳳ible内葉’，f第1，第2筋の分離が認められる。第2Sしageで既に第1騎内面，冒∫高く隆起してMaδtic－

aω「y匹）cessをなし4の毛を有し，rD2ほ梢太い，第3Sしageで之ほ更に太くなり，．目第2筋にほ6本の毛

を附レナ以後変イヒしないQ

　7）∬θ珊痂磁c体形ほ洋李状で後体部ぽ前体部から明かに分れ且つ細長い。F皿c＆にほ長い棘が1対凌）り，

第3Stageで1対の禰経毛を生ずる。

　第1触角第2笛ぽ3毛同長で第1，第2の区が分れている。

　第2触角の外葉ぽ初め6褄：に7筋になり，小形の第1筋ほ始めから分れているo

　鈍andibleはσ8η加脚φゴαθに似て丙葉第1節のMas耽atory　proce3sほ巨∫成り隆起し4本の毛の中2本が梢

太いQ
　8．），Po嘱配αc（γ6融り押ク漁8に似て第2触角とMandib正eの中聞で体ほ最も巾広く，両端に向い狭くなる。

Furcaの附属棘ほ左右不相称である・

　第1触角イま細長く，第2節ほ第1区丈を分離しているが之ぽ第1鱗と簸合し之に一つび）小棘を有し，第2

節に1長毛と1小棘を為するo

　第2触角ほBaslpodiしeが長く，外葉ほ第2Stageで根太に小形の第1簡を作る。第2筋及び内葉」瀕∫成り

長いQ
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　BlandibleのCoxoPodiヒoほノ地）伽6北Jo㏄7uでほ第4Sねgeでσα♂α？耽ωのよ5に伸長して彊力な斑olarprocessを

作るが，空yo磁脇8でほ之を作らない。之ぼ衡η脚卿αに属するものとしてほ今日迄に知られたものが全部強力

な歯を作るに対して特異な点で凌）るQ叉内葉ほ初期のものほ先端が円く隆起しで之に数本の毛をつけている

が，後期にほこの毛を附ける部分の隆起がなくなり，代つて内面のMasticatory　processが発逡して膨出し，

丙葉金体D横巾ぼ縦の長ざの2倍位になり，その先端にEp伽襯06轍でほ1ケの太く強い歯棘「とその両側に

2対の棘をつけ，％磁％％sでほ1ケの太く彊い歯棘をつけるo又内葉末端に前者ほ61後者は4の毛をつけ

る。之等り、点ITortanusほ薯しくPodopleaの性質を帯びていると言5ことが出来る6

9）オ徽・磁♂α8体ぽ卵円形で，θ興ηOP86‘8の特侵を表ほして側扁しているが，後体部は伸びず第4St＆geでも体

歪部帥ち肛門部迄背甲下に湊、ろ，点ほ一般α脚切吻αと大いに趣を異にし，PO吻飾αの性質を帯びでいるQしか

　し後者と異り，血axiilipedの姶痕1ま第5Stageでよく．見えるQ叉，第6Stageでほ第1，．第2澹泳脚の生ずる

体鮪と肛門勤と力蝿月かに分れるo

　第1触角ほ第2鱗に区分なく3本の附属毛F訓司長で湊）る。

　170鵬％・綿とほ逆に第2触角及び澗ααdibleのCoxo．）oditeほ共によく発達したMol冴ρr・）ce3sを具へ，第2触

角外葉ほ一般のGymnopleaのもの，第1，2，3節に当る筋が癒合して大形の節を形成ずる為に第1Stageで

ほ全部で3節，第2Stage以後ほ5鮒を有す・丈で凌）る。

　Mandible内葉1ま3角形で，末端シこほ基本型と同様6本の毛を，’Mastlcat（）ry　pr乱）ces叫くほ2つの特徴的な

大きな弓状に曲つた棘を有し，少し後退して2毛がある・

　第1Maxillaほ最も特異な形状で，鱗状の隆起に小毛2と稽太い湾抽した：鈎状の棘1を有する状態で第5

Sしage迄を過し，第6Stageになつても2葉に分れず，広い第1と狭い第2節を作り，先端ldケの曲つた

鈎を有しているo第2斑axilla～3第5Stageでほ全然見えない0

　10）（7圃o畑α之にぽ二つの型があり1ほ豆形で梢長く，附属肢が比較的艮いGymnOP1吋型をなすものと，

体ほ上下に扁甲で附属肢寸短かくづんぐ砂して鋼飼性で凌）るE岬α8禰4ασに似た形を有す、秀ものとで雷）るo

　前者に属するも、の（σ圃ops8飽錫腸σ・L6泌6肋7痂）ほ0勲oηαに似ているがそれ程体’ま，押長でなく，Fu『

rcaほ第1Stageでは背甲と略同位で第3翫age以後にほ完全に外に出る，体わ腹面にノま・鋤んo脇と同様左右2

列小棘う噛）る・が第1Stageにぽ、見られないo

　第1触角第2節にほ第1区が分れ溝ぽ深く，触角ほ4肺になつて見えるo

　第2触角外葉わ小形の第1節ほ第6Stageで漸く分離して全部で7節になる・C）xop・）diteにぽOithonaとF

同様厘ola・一pr・）cessがある。

　Mandtble内葉第1節の瓢asticatory　prつcessほ内方に高く突出し・その上に第1Stageでほ2一本，第2St－

age以後ほ三叉のfolk状の毛をつけるo之ほ大形でその特異な形状と共に直ちに目につくもので護）るQ一

　第2飾ほ長楕円形で第1笛と明力、に分臨しているo

　初期のFurcaの1対の附属棘ほ左右に巾広く離れて附く，之ぽP・》d）PleaのN鵡、）llus全般に通ずる特1生で

　湊）るo

　後者に属するもの（（γ鵬躍副α伽，（γ．鈎8伽s』1ほ上寵のよ5に附属肢短かく・ずんぐりした感じの体形

で，特に第1触角ほ分器の様子ほ．ヒの霞類と同様であるう㍉各筋ほ短く第2節の3本の毛ぽ太く長‘，密に弱

状の刷毛をつけていて，虫体は休止時底都で此の毛で体を支えて謙Lする・

　第！触角Pさf小形の第1節を第6sしageでも分離しないQ

　Mandibleク）内葉うMasticabry　processに1ま1本り強い稽弓状の歯と2本ぐ叉’ま1本1の毛うミ湊）るQ

　11）0齢o痂α各stage共腹可Lab阻mの上及び下に左右2列D小棘が並んでいるo第4Sし徳e迄furcaぽ

背甲下繊より略丙側に湊）り，第ラStageで漸く背甲の線に達する。

　第1触角ぽ末雛に第・1Stageでほ2本，以後ほ3叉ほ4本の末端毛を有する。第2節ぽ区分乃溝ぽ出来な

いが大きくくびれている。

　第2触角外葉，コ絡始6笛で小形の第1瞭ぽ始y）から分れているoC）xOP）diLeにほ2木2）羽状の棘が湊）る・

　瓢andible内葉・ま2節を示し，第1飾ほBasiρoditeと完全にほ分筋せず，横に長く伸びてM鵡ticatory
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proceSSを形成し，‘その先ヒ鈎6坤Sの第1群に属するものと同様の三叉の特長的の毛をつける。

第2節もσ弼っ郷と同様で凄）る〇

一12）0π6α酬α8多少伸びた豆型で，附属肢も比鮫的細長いQ　Mandible乃至第1Max置lla以下の後体部が長い

のが著しいQ　Lab孤mや附属肢の形態懐0漁oηαに似ているが，之’湖夏面に棘列がないQ附属肢【慰附属毛ボ

少く・第1触角ぽ第2節に第1・区が分れて4節に見えるが・第3Stageに於てさへ之等ほ木来り第2繭卯端

に1本の長毛を持つ丈で，第4Staggで第1・区1こ，、第5Stageで第2区に夫々1小棘を生ずるQこの時の形

ほPo観昭凝α8の第1触角に似ているQ

7・後体部うく伸長している為に，第2触角及びRI菰nユible．が著しく前方に一偏在するよ5に見えるQ第2触角の

C，xoPoditeにほ発産した2ケの大煙が凌）る。外葉母第5Stageでも小形第1箇を分離しないo内葉グ第5

Stageで2協になるりほ著々い特徴で友）ると言えるρ叉この触角ほ全体としても非常にGymaopleaの極類り

ものと似ているQ

　Mandibleほ0勲o那と同形で湊）るが，そのMasticat〔）ryproce3sほ0漁o脇よりも形の均整のとれた三叉（先

Q開いたf監）lk）をなしているQ

　13）0励ツσ僻躍α8第’1St貧geを観察したのみなのでよくその特徴を知ること・ボ出来ないう｛，休ぼ0濯儲cαに似

宅Mandlble以下が長くfurcaの附属棘ぽ左右離れ巾広い稽曲つた：棘となつていて0πcαcαよりも，παrpω6‘疵♂α6

に近いQ

　第1触角け3節で凌）るが第1筋に第2節と同様の小棘を有することから見て普通・2）第2輸から第1区が分

れ，それが第1節と癒合していろと見られるQ即ちP㎝ご昭潔偲と同様ア）形態であるQ第3聞の末端の毒ほ

2本頂・湊）るo

　第2触角’ま小形の第1節を分離していない。・

　，興㌍中ble内葉’ま第1・第2筋ボ明瞭∫こ分離し，第1節丙面の歯ぽ膨出して，2本の棘をつけているQ

　、14〉γ亙αrp畷観〔伽体ぽ背腰に非常に扁李になつてL・て後期のものでも複部ほ湊）まり伸長しない。特に初

鶏のものぽ円形に近いQ附属肢の各節の長さ短かく、関賄り数も減少わ傾向に湊）るQfurcaぽ第6Sしageでも深

い姻れ込みが出来ないo

　第2触角及びMandibleの形ほ最も特異で，第2触角外葉’印4簡，内葉1ま外葉全体の長ざよりも長大な1～

本の張力な腕となり，その先端によく動くナイフ状の棘をつけるQ叉Cox）2Qditeにほ強大なMolarprゆcess

邪発蓮するQ

　M＆udibleのCQXOPつdi邑eほ極簡単な鮪でi，附属毛ぽ1のみが又ほないQ外葉『ま2節，内葉「ま殆ど完全に

B蕊si⑳diteの面に吸収ざれ，・先瑞乃附属毛1こ相当する3或ぽ4の毛が僅か・に残り，第1節の歯に相当する部

分が著しく発達伸長しズ1の器官を作り，先瑞摂ほ強だなナイフ又ぽ鋏を具へて『いる。一見すると内葉その

ものが之に変形したかのよ5に見えるQ

　第21Maxilla以下の附属肢ほ第5Stageでほ始痕も現われず，第6Stageで漸く現われるQその5ち溝泳肢

ほ2対，他の科りものに比べて腹、苗の両側縁に近く左右ずつと離れて生ずる0

　15）乙碗卿8碗磁e成依が翻飼畦で湊）るに反してNau，liusほ潭溝堂活を邊るもので，上1氾のHα7Pαo鷹弼α8

とほ非常に形態を異にする6即ち後体部もσ側rO郷微伽程度の伸長を示し，附颪肢も基本形に近い形態を

示す。後体部の末端P訓本う長棘となつていろのが特憂で，卵内及び騨化直後ぼ之が体丙に内転して入つて

いろが，卿化すると次第に外部に反転して出でくるo

　第1触角第2節ほ第1区を分ち⇒見4飾になつているo之等第2鰯う・ら生じた2個の節につ’く3本の毛ほ

同長であるQ

　第2触角のCoxoPodiしeにほ稻発達したMolaτprocessがある・うく，之ほGymnoPleaと異り，第6Stageで最

も発達する。外葉ほ第I　StageほE6，第2～第5Sヒageほ7，第6Stageほ8になり，全くσα」戯鴉と同機呑

あろうミ，丙葉も提く3個の痕跡的の鮪を示．しているo

・塾iandibleのCoxopoditelま一般Pod蒐》leaとほ異りMolar　process‘ま発達せ・ず，内葉亭ま終女台2i鐙で第1i錆内

葉7）Nastic説ory　proce3sほPαrα6α♂ω翻sのものに似ている○
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　第2節　各攣態期の査定

　Naupliusほ始めの3対以外の附属肢ノ）存否に依つて普通Orヒh〔）nau土）liusとr・Ietaqauplinsに分けられる。

而してGymnopleaでほOrthonaupliusほ2Stage（遅鵬厄α伽ぽ4，飢伽副㈱茸s廷3叉ぽ4とされろQ）・Po－

40郵8ωぽ1Sしageを有して，従つてMetanau211us　skage想・一般にほ‘1脚毘o空）伽で1す4，Po401〕♂8郎6ほ5であ

るo最初に盤ずる第1Maxilla嫡出来始めた時ほ鱗片状の隆麹或Pj一毛を附した小隆起であるが・何れにして

もUniramousである，而して第4Stageでbiramousになろo之は．ピ記の例外π緬縦αと砒伽6廟翻s糞除いた

金部に二通ずる性．質であるo

　σッ鵬opJ8αの第1，第2Stageを独立して識別すろのほ困難である・ゲ，概して第1S［agOほ金てに」於て発達

悪く乏特にLabrumの分化は低くその下辺に棘を附することほない。又各附属肢の関鮒b境界も痕跡的召附

属毛も少く，且つ、羽状のものほ少いo

　第2，第3Stageの差ほ第1M＆xillaの存：否以外に第2Sbgeでほf則c＆の棘が1対であるに対し1第3ほ

2対以上になることにより分けられるQ

　P卿po♂ボ生ずるのほ多く第6Stageで，例外的に第5Stageで生ずる“）があるボ，多くほ皮下の始痕に

過ぎない，之ほ（7脚πop‘8‘5，Poαop♂e砿を麺じて同様であそQ（P・）dつple鼠の茄π卿顔αほ例外で第5Stageで2

対のpleopodを生ずる）o

　第5StageでPle、）pDdを生じない衝類の第4と第ラStageの差ぽ稚1困難であるが，第1瓢axillaうく第4Sta－

geでほ中央に多少の凹みを生じ，壌…になるに対し，笙5Stageほ明かに2枝になり，1或るものでほ内外葉

に関籔で分・れ．るo

　以上をKeyの形で示すと大略次のよ5になろo

Al　附属肢は3対のみIDrthonauρlius）；

　　　Gfツ櫛η02，」8α第1，第2Stage，Po♂0餌cα第1Stage．

　　　　第1触角の末端の毛ぽ多くほ3一・一…簗・1St軌ge．

　　　　末端毛多くほ4………・……・…………’…第2Stage．

　A2　3対の附属，肢の他に第1斑axilla凌）り（Metaロ批upliu3）

　　B1　第1瓢axmaはUniramous

　　　　　CI　furcaに1対の棘のみ……・・………・PodoP伽第2Stage・

　　　　　C2　fuγcaに2対の棘婁）り・・…・…………第3Stage．

　　B2　第1Maxillaほbiramous

　　　　　DI　Pleopod始痕なし

　　　　　　　第1Maxill＆2翼…に区分・ざろ…………第4Stage．

　　　　　　　第肉1Maxilla2枝となる…P…る・……一第5Stag巳

　　　　　D2　Pleopodほ2対以上あり一…………第6Stage・

　第3節　Oyη3％o空）如とPo‘～OP♂側Naupliusの比較

　θ拠”彊8αとP囲o，♂8αとほ成体の体制にも酊成り大きな相違う噛．るが，生態的にも前者にほPelagicのも

のが多く，後者にほ洛岸性乃至調循1性のものが多い。Naupliusにも同様の性質が湊）り，変態成侵の模様並

びに形熊に於ても甚大な差・う｛ある。一般に¢拠脚卿畠’ナPoゴOf・勧に比べ，Naupliusの俸伸犀が大きく・特に，

後体部の発達が著しい，休形も左右に側扁された豆形を呈し，肢ほ長大且つ羽状毛が発達している。Po40裏一

♂6αNau21圭usほ0％襯dα6，σ・7μ面dα8・0蜘痂αは未櫛載りθ脚・卿α的形魚歴凌）うが・休の伸長，側扁

の程度梢少く，後体部の伸長も遅い。Hαη）αα轍1α8に至つては上下に扁ZFになつて目林ほ円盤状となる，又

当然予想される如くPlanktonで凌）るθ脚％op♂8鱒：Pα！opJe聾に比べてキチソの甲殻が薄い。

燭η岬勧蹴歌よる体の伸長’うミ速か篭ろと共に淋鑑ゆ発翻之に俘い瀦鞭3tage毎に噺
体籔を生成し，且之に多くほ1附属陵を付するか或ほ之を発達さす，而Lて第6Stageに至れぼ可成りCOP－

epoditeの形に近く・なり，Naupliusの渥後のStageからCopepoditeへの変態ぽ飛躍的でないo印ちNauplius

は第5Stageで後体部は明かに頭胸部と区別ざれ目．2又ほ3の関節に分れて居り，第6Stageほ4の外部に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一19一



Fig．9　Body－forms　of　Cof》eρod　Nauplius

　　　A：Gmnop！ea，Cabnus　fio鴇archicus　Nauρlius，A’Side
　　　　　Vie、）　（‘by　Leb、）ur『）　Pelager　tyρe

　　　B；P、）｛b21ea，Cyclopsl、euckaτtiNauplius》B’SideVie、v
　　　　　Intermed孟atetype
　　　α：PodD産）lea，Tigrlρρus　la20nicus　Nauplius，C　SEde　View
　　　　　Cree、》ertyρe
　　　a1；1st　Anしenna　a2：2nd　Ante血na，m：Na駐d！ble，1＝labrum
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αユ

αユ

妃

Fig10

・過A　　ベ　ゾ

・ゆ
鴨

B

獣グ

吸

皇

α1

／
B’

αユ

a閣

皇

C

C〆

轡“、1吻勿

Forms　of　lst　Anヒea且a（Showingしhe　various　forms　of
Sub divisiQn　on　the2nd　Segmeati）
1　Heterocoρe　weismanni：（by　Elster’）no　Subdivision
2　Cycl6ps　fuscus：1st　Snbdivisi（）n　devi（led，

3E環i1＆bid（）ceraamρhltrites：（by」（）lms・n）1stSubdivisi・n

　dev担ed　but　u唄ed　wiしh　lst　Segment
4　Centr（）pag宇s　ha由atus：ll』byOberg）Orlly2－Sgしae　on2nd

　　Segment
5　Pseud♂》calaa“忌　ebngatus　：（byOberg）　3r（i　Sub〔1ivision

　devided．
6　　Calaほus　tonsus　：　k、by　Ca・npbel1）　th了eg　Subdivisbns
　de〉ide（i．

2

卜

3

乙

迅

4

ii見

5　　6

机1

現われた体筋が湊）るo之に反し

Po40μ偽憶一F陀皮変態に隈寒して「変

化少く第2Maxi1託a7Maximρ『

ed‘ま第6Stageてi’も、漸くそグ）亥台

痕を示すに過ぎない。巳つ後体

・部にほ外部に現われた体筋がな

い。然ろに第1Copepod藍te　st－

ageの体制形態ほ㊥窺ηop♂侃と

同様で凌）リテPo伽卿αの最後の

Nauplius－stageカ、らCopepqdi－

teの第1Stageへ．の変態・ゲ如何

に飛躍的であるか・が到るo

　Furcaも（7ッη轟oμc耐まよく発』達

し，附属棘も多く，後端につい

ている棘ぼ太いo　Furcaが未だ

両葉に別れぬ初期のStageでの

σy鵬伽彊θαとPO40μ8αとの相異

み点ほ前者が体の後端が細く突出

して尖つて・いるか，尖る程でな

くも先端躍細い楕円形でその先

に比較的密接しで端棘が生じて

いるに対しP（）doplealま先・餌切

つたような直線或εま鈍円をな

し，叉之に附く棘ほ左右に広く

間隔をあけ《居り、巳（7桝あπoμ8α

と異りその附根即ち体の後端ほ

背甲（C訂a照ce）の下縁よりも

1列込，勺でーいるo

　第1触角の附着位置はPlank－

tonの性質が彊いものほ体の前

端に近く生時ほ体軸に耶行に前

方に長く伸びているが，飼翻性

のもの程短かく稻左右に広く離

れ目．つ体轍ヒ対して或る角慶を

以て開いていZlo又その形態も

第2触角以下の他の附属肢の形

態と共に色た差異が湊）るが之ほ

以下に各科について述べること

にすろo

　第4節　各附驕肢の形態

　1）第1鯛角　NauphusA－

ppeadageと書ほれる臼前粥3対

の第1対で湊）ろQ体の前端から

前方に向つて伸び，蓮動の際2舵
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或ほ耶衡器官として作用するもので，Nauρhusの生活が浮游性のものより綱飼性を帯びたもの程，その程

度に依つて小形に又禰左右に開いて附着するよ5に准る。原型ほ3節で，第1並びに第2節ほ各科を通じ略

同型で湊）るが，第3筋ほ浮游性のものでほ面が広くなり，縦に扁耶になつで本来の目的に役立つよ5になつ

ているQ而してその縁辺に飽ずる附属毛（Seとae）ほ何れも羽状で（Plumosed）数も多く，後期Nauplius

に於てほ14～17本に達するQ第6Stageでほ皮下に4～8の節に分れる痕跡を示すものがあるQ

　　　　　　　Table3。N暁mber　of　Setae　ol13rd　Scgment　of　lst　Antenn2，

　　the　first　letter　Sbows　number　of　ead　Setae　the　Second　dorsal　and　the　thir（i　ventral。

＼
、

種　 名

Stage数

σα」απ7弼∫伽伽α7畷α‘s

σ。　　　fo％8～冶s

鐸1轍鷹鴛簾昂8／

P8ε認06α♂㈱齪　8♂0％ワα‘，石S

Pα，・α6認α％％spα糊ゐs

伽cんαε‘卯αP・繍α

σ6罐0μ9θ8加甑鵬s

［Z）乞αμo？照sgr顔♂‘8

Z）．　一’幅9α廓

Z）．　　　6ん4∫α吻o痂

Hc卿ocope蝦ヌσε鍛㈱η乞

、召OCO瘤伽OPα9？石α

ヱヌ7品？Le泥α　8～めα配87し描αごα

1餓・γα伽φ6・7厩S

E％甲餓oγαん茗働嘱o

Eμα粥08徽㈱Pん伽乞f6

1ω・如％，イS‘齢蘭窃♂硯？易S

44eα漉αひヴゼ♂osα

■．　伽9乞P甲8痂s

σ圃o，sLθ砧6肋漉

σ．　　　sか侃？廊s

σ．　　∫？魏％s

σ．　　s8r2・泌硯～偲

0硯んoηα8唇鵬痂8

0．　　sp伽i7■osか殉

0卿α侃窺繭伽■‘伽α

σ07ヴ6‘‘α岱sp・

1勾7‘OP鵬ゴαp侃蜘s

1伽∫靴α郎

σαπ伽8α㎜P加ssεαP⑳♂加6s

乙oπ卿雌αα刀’・ηαピα

M8趣’o葛ssεα脳雁ぢ

1

300

300

401

401

300

300

300

300

300

300

300

300

300

300’

300

300

300

300

300

300

200

200

2コ0

220

200

300

300

300

300

300

互

400

400

400

400

400

310

300

400

300

300

400

300

400

400

400

401

400

300

301

430

430

400

400

410

400

300

皿

421

421

421

421

421

441

420

321

411

401

321

321

421

321

321

421

421

421

451

412

400

402

440

440

300

420

420

411

421

300

1▽

443

443

443

443

452

440

343

432

421

364

343

443

343

364

441

431

431

455

422

402

452

481

481

400

432

432

422

443

300

V

464

464

443

464

464

462

460

454

453

463

364

364

464

364

462

441

441

455

424

403

452

481

481

400

452

452

455

400

M　　紳経毛

465

475

465

465

463

461

465

475

465

465

365

385

485

265

464

462

462

455

465

452

483

483

452

452

422

465

400

十

十

十

十

十

十

十

十

十
、

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　第2締ほ円’纏状の1個の蜀で渉）るが，Obergもその観察した数種フ）Naupliusにつき注目したよ5に3個の

区に分れ，各区勘d個の附属毛を有するのが基本型で凌、る。Stageの進むに従つて各区ほ種類に依つて，

或け科によつて分節の種々の程度を示すが，大多数の場合第1と第2区の閻に劃線が現われ，次で第2と第

3との聞に現われるが，両者共完成して外観3節になるのほ今日迄に知られたものでほσα♂α賜8伽8紡8の第6
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StageのみであるQ多くのものほ第2の劃線ぽ一部或は痕跡的に留り，或る者ほ両線とも痕跡・或るもの

け両者とも形成されないQ唾∫｝‘θu6α♂侃蹴及び∫》εε～4（♂微‘イ‘‘m＾so）みけ第2・と第3区が分劃されて笛P）ものが出

来ない，之等N貧upliusの著しい特徴である。

　叉各区に属する・1木宛の附属毛の長さも種々湊）る。しかし之ほ蕨密にぼ科或ほ属の特長とほならないよ5

で凌）るo

　第1筋ほ短かく附属毛のないのが原則で湊）る・しかし概伽副側禍硫勧りpαg漁の湊）るものP傭8」配αe，及

びσorヴ6αe漁βほ第1触角ぽ3筋でその第1節にも附属毛がある。しかし之等ほ第2節に附属毛ボ2本しかな

く，従つて第2節の第1区が分離した上，之が第1筋と嶽合したものであろラと考えられるo　P侃鰯漁の

うちのEpゼ勧沼o僻αほ第1節と第2節第1区とほ癒合しているボ，間に痕跡的の切れ『込みのあるのが認め

られるQ又σ8ηご70Pゆ磁εでほ（7。加㎜α傭についてのOBERGの観察によると第2節に附，属毛ほ2本で，

OBERGほ之ほ第2区の毛を欠如していろもので凌）るとし，本種の特長としているうミ，最近FA互RBRIDGEの

観察した同科中の掛～粥ε伽α伽％襯ごα及ぴBo麟詔αo処g襯なる淡水の，夏季にほ乾固する沼に属る種類でほ第

2節にほOBERGのσ．加㎜α鰯と同様2本の附属毛を有する丈で湊）るが，Poπ解漁εと同様，第1節に小

毛を有しているのが見られるo（γ．・んα瓢翻がOBERGの言5よ5に第2区の毛をもつていないのか，或ほ

FAIRBRIDGEの場合から考えて第1区が潰：失したものかほ明かでないQ

　最近Fairbridgeが観察したHarpacticidaeのMetis∫ousseaumeiほ西濠洲の石灰藻礁中の海藻の群落中に

群れているもので湊）るが，本種でほ大きな第1笛に2本の毛を，小ざな第2笛に1本め毛を有しているQ之

ほ
． 第1，第2区が共に第1節と癒合したものと考えてよいであろ5Q現在遙に此の形のものほ他に見られ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
ないが・寄生性のものにほ第1節と第2節が癒合して一見第1節に3本の毛の湊）るものがあるQ上記革etis

ほ独立生活と寄生乃至沼中生活との中聞形とも見られよ5Q

　此の区分ほ一般にStageの初期と後期で凌）まり変化ほないが，噸σαrα幅4伽丈ほ粒期ほ非常にE励7ッo％憾6で，

第1触角ほ第3節を分つのみで其の他の境界ほ殆ど痕跡を示すに過ぎないo

　第2節の区分割の模様及びその附属毛に就いて表示すると次のようになるQ

　第1触角第2節に

　1　明瞭な区分を示さないもの

　　　　　臨6ん磁伽θ，」cα禰dα8，σ卿卿蝿η岡αrμご蝦αθ

　正　痕跡的に示すもり

　　　　　σα♂α脇∫伽α剛侃9，D卯ご・脳S，，伽脚㈱8

　皿　、第1区を分つもの

　　　　　ユ78m碗面8，σ鮮0μ（どαθ，0π6αθ‘（♂αc。Z）i‘‘μo肌・乙8α物∬償ゴo短，乙o彫ゆe‘配αθ

　IV　第3区を分つもの

　　　　　Ps鰯06α伽鳩Pα欄α♂α％欄

　V　第1区を分つが之は第1箭1と癒合するもの

　　　　　酬廟副α脇s，Po鷹♂配α87σ07脚ご昭潔岬．

　W　第1，第2，第3各区を分つもの
　　　　　σα如蝦‘8ビ0船鵬。

　珊　第2区迄⊃驚1笠・と癒合して大形の第1節を作るもの……珂etis　Pusseau・nei

　第1附角第2節の附属毛

　　3本同様の毛P‘5r4τ，Psθ～痂8α♂αη秘870砿∫伽伽rO肋～錫77伽o㍗∫‘！α召，0漉o昂α8曇’n灘，（γッ40p88cr7蜘伽，

　　　　　　　　　ゐ㎝卿認漁8。

　　最初の1ほ小棘　　」侃漉弼αθ

　　最初の2ほ小棘，最後の1ほ長し

　　　、P卯ご・㎜漁β，0勉・痂α，σツぐ碑s、L8緬循

　、最初の2は小毛，最後の1ほ長し
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　　　E脚鵬．σα卿吻鵬σ蜘8∫翻8，σ・勲鵬廻ヴα7望買乞ρ柳泌S，σα吻6α曜馳8，

　・附属毛2本のみ
　　　B伽徽脇8，σ卿・脚鋼α6，P・漉♂粥α8，σ・rμ6αθ漁

　附属毛1本のみ

　　　M8ご歪8ゴ側s88α観3θ乞

　2）第2鰯角
　生態摯的にほ次の瓢andibleと共に注目すべき電要な器官で凌）る。印ちこの附属肢ぽ游泳，推進に主と し

て与るものであるが，又一部の役目として構餌作用に関係するQ生時に見るとこの附属肢ボ最も活溌に動い

て体を移動ざすのが見、られるo従つて浮溝性

のものでほ丙外葉共によく発達し，多くの羽

状毛を有し特に外葉はStage㌘初期にほ5，

後，期にほ8の節を有する長大な腕を形成する

が，滑岸性及び飼鯛性の性賃の彊いPodoplea

に於て骨後期で6節1比較的浮游性のもので

7節，殆ど純富1調性i種で湊）る遅α咽α6醜掘α召で

は終始4節を有する1こ過ぎず且つ小形で湊）

る。而して遍6α7磁及び飢伽伽脇8を除いた　εx

Gymnople云の全部及びPodopleaの比較的・俘

游性のもの印ちCyclops　Leuckartii，C．sレ

renuus及び0伽㎝αg種類ほ荷れも基部に1

小関節を持つていぐが，それ以外のものは之

を作らない特長が凌）る。　

Fig11

噛

FOrms　of　Sec‘）nd　Antenna

1：Calanus｛inmarchicus（by　Lebour），
2　：Acarしia　bifi星osa　（by　Obeγ9）

・3　：Tigriopus　j孕ponicus，E文：Exop（》dite，一「

　　En：Elldopo（iite，Ba＝Ba唇ipo〔1ite，Co＝
　　CoxoP、）dite7M：Masticaしoryρrocess
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o
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σツ40psゐ6鵬乃α痂乞
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Fig．　12　Masticatory　process　on　Coxつpodiしe　of　2nd　Antenna

　　　　　　　（developsm．oreinCreeperi）

　　　　　　　　　　　　　　　1

λ 　　　　　　3

　　　　　　　　電・ヌ2

　内葉ほσ脚痴神αの殆ど全部

及びP認OP♂侃のσツαOP弼α6，σ0一

，脚α6掘αcほ何れも1節丈で，唯

σα如箪掘αεと0％6αεα蜴θ4撹e3ワ・ωπ8α

ほ後期に2蟹fになるo

　純胴飼種で湊）るHα卿αeεお認α8

でほ内葉ほ游湶器官としての作

用ほ退化して反つて囁餌器官と

して注，月す魂き発達をなし，外

葉全体よりも長大な且彊力な1

の腕に変化し，且つその先によ

く動菟．ナイフ塗の爪をつけてい

るo但し近縁税の石0ηgゆ醐翼αθ

♂まシ孚游性iNaugliusで凌、るの1で，

内喋iは矢張り（吻㎜％op面αと同様

の形態を持つているQ

　l　Calanus
　2Paracalanu＄
　3　RhincalahUS　
　4　Centropages　・

　5　Diaフtomus

　6Heterocope
　7Eurytemora
　8T。emora
　g　EpilabidOcera

　10TortanUs
　ll　Acartia
　12　Cyclops　serruratus
　13Cyc．　stre血uu3

　140ithona
　15　0ncaea

　I6∫dya
　17T｝griOPus
　18Canth〔）camptUs

　19Ps乱mathe
　20，　21　　Longipedia
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　叉C・x・p・diteにほその内側に普通噛歯（瓢asticaヒory　process）嵐有するが第2触角が滋泳に与る程度が

大きい麗，従つて擁餌器官としての意義小なる程，之の発達ほ悪く，逆の場合ほよく発達して，H卯α6醐・

磁cでほ1の器官と見倣L得る迄の形熊をとるに至るo体内にッo薩を有して囁餌の必要のないものほ此の歯ほ

極痕跡的或ほ澗失し，逆に附着性のP8α皿α伽の如きほ異常に大きく伸長しているQ又この種でほ第2触角寅

身も全く囁餌器官として分化し，外葉ほ3節で小ざく，内葉ほ大きく目．つ先端リナイフほ一般のH仰αα疵一

4α8に比して数倍の強大なものとなり，その先に毛を列生しているので湊）るQ　CQpepoditeになるとこのCox－

opoditeの歯ほ何れの種類でも消：失するのであるが，（72ノ㎜％OP♂cαでぼ第5Naup1加s　Stageで最も大きくな

り，第6Stageでは既に退化の傾向を示して小さくなる。之に反しP・66，敵でほ第6Stageになつても退化

o）傾向を示ざないo　　．　　　　　Fig．13Forms　of　Mandible

　5）Mandible　此の附属肢

ほ第2触角と同様，游泳と擁餌

とに与るが，餌をとる方に主と

して用いられる。従つて浮游・性

種と葡飼性種によつてその構造

に差異を生じているQ前者でほ

第2触角に∫：ヒベ梢小1型である

がン賂同型で，ただCoxopodite

に噛歯が発達するoとの噛歯ほ

Harpac七董cidaeで第2触角C（）x－

opoditeに発達した歯と同形で

凌）つて，（ん㎜御飾αでほ第2触

角に之が発達せず，瓢andible

．薩
Ex

　Bα
　　　1
　ω　　　　凱こ
　ブ　　　　リ

　　＼
I　Calanus

∂α

ω

肌1　　〔κ

2　　　0
脚」此

5C＆11th（）c蔵mptu3，

　Basip（）dite　Co。

　ml：mastic就ory　prOceSS
　　　on　Endopodite

B砥

3

z＿

E

ヨ

國

駄

身
2　Diapt〔）mus　　3　Ceutropages
　　　Ex；Exopodite　En：
　CQxopodite7
　　　　　　　m2；

に発遽しているのは興陳ある、点で凌）り，之にひきかえ

て後者印ちPodg餌8αでほCox（）poditeに噛歯が発達せぬ

代りに内葉第1簡に進化した捕餌器が出来，（短㎜初歎

伽ボ第2触角を游泳に健用し，Blandibleを主として

構餌に利用するに対し，P囲o卿αは第2触角を丁度

σ拠％op♂6αの瓢andibleに相等する作用に使用し，その

上に更に瓢andibleを捕餌用の口器として分化せしめ

ていることが認められるのである。勿論その過渡的形

態を有するものも浅）るが，第2触角のCoxopoditeの

歯とMandible内葉第1節の歯とほ発達程度は夫汝互

に相z卜行しているととが認められるo

　内葉に発達した歯を有するものほBasipoditeが太く

臥つ長く，この附属肢の中心となつているQ

　内翼…ぽ附属毛わ着室状態から見て明かに4個の簡の

癒合によるもので湊）るが多くほ全体が1節或ほ2飾に

なつているσその第1節に歯⊂Masしicatorypr」cess）を

つけ第21節ぽ簡単な葉状節で之に6本の毛をつけてい

るのが基本型であるQしかし第1節に歯が発達する程

度に応じて種麦の変形を受けているo之ほ科の形質と

して電要なもので湊）るQ

　σ働㎜πoμ8α歪音にとPO6面2〕詑αの”αη）α6厚e∫‘れ6とピま内葉

第1節，第2節ほ癒合し，他のPodopleaのものほ爵

Fig．14

う、

瓶r

魚

5
，朋』15巳

恥

駆

　　　　4　TortanUS
Enαopodite，　Ba：

masticatoryprocess
　on　CQxopodite

Masticatory　prΩcess　on　Coxopod畳te
of　Mandible（develops　more　in　pe。
1ager）

心へ，論

瓜『駄繍，グ

κ無
1Paraca1＆τ1u52Ca1．tonsus
　archicus　　4　Rh重血calanus

6　Euryヒemora　7　Temor＆
9Diaptomns　lO　Acartia
12Tortanus∫　　　13　Cyclops

150至thona　　　I6TigYi（）pus

％を
　　　3Cal．finm一
5Centropages

81｛eterocope
l　l　Epilabidく）cera

140nc蔵ea
　17　Longipedia
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を有する第1節と，普通の毛を有する第2節とほ関雛で続いているが，B＆sipod童teと第1節とほ明瞭にほ分

節せず癒合しているものが多い。（LQngipedi貧ほ第1，第2節ほ夫々明瞭に独立した節になっているQ）

　内．葉第1筋の歯ほ本翰の丙側に痘）つて，全ての場合隆起，部を成し，之に仇伽漁8でぽ何れも同様の5本の

羽状毛（P1葦mσsed　setae）を附け，σ餌70郷9乞磁eではその5』ちの1本が棘として発達しているQ

　Po窺cκ掘（叫ぐなると数壕4・に鍼少，し，うち1本ほ特1こ強大な歯になるo

漉α痂漁θでほ梢異なり，2本の弓状に曲つた強大な鈎になり，他ほ唯1本の毛が稽’後退して附いているQ

　；Po♂卿♂εαでほ歯ほ1個の器官に発達し，その崇ずる場所の隆起ほ大きくなるQ之ほ既にPo鷹」配αθでその

傾，向が認められたもので凌）るがPo／o舜αでほ途に歯そのものが内葉で湊）るかの如き観を呈する程大形にな

り，内葉自身ほ次第に退化の途を辿り，途にほBasipつditeの面に吸収されるに至る。

　（7圃o魎磁8まP㎝ご8観d¢8のものの形の進化したものと（泥舶りpαg弼α8の形の濫化したものと2型を見ることが

出来るが，0薦襯ηα及び（7翼卿8の比醗的俘游性のもの怯後者の型を，鈎40p8の底棲性のものぽ前者の形を

とつていろQ

　O罵α8δ面6は上記の・俘・灘性のものの型で浅）るo

　㍑α塑α6伽漁8でほ全く’游泳器官としての機能を腕して，口器・專門となり，内葉’ま殆ど消’二失して，歯が丙葉

に代つて発達しているQ
　　　　　（2）
　DIETRICHほCanthoca・nptusのNaupliusの署己鐵に当り，Cycbpsでほ内葉1ま歯をつけているが，之でほな

く
、
なり，内葉が一つの歯に変化していると言つている○しかし他の科のものから系統的に観察してみると，そ

うでほなくて内葉ほ退化してその歯丈が非常に発達し残存したものであり，内葉の本体「まこの歯のすぐ傍に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
湊）る4本の毛の湊）る部分に吸収されているので湊）るQ之ほP8α剛加のMandibleを．見る時その、経過を理解する

ことが出何るQ之ではその歯ほσα％伽6α卿伽と同型の鋏となつているが第2節ぽ倫3本の毛を附して痕跡的

乍ら1個の脇として残存しているQ之が更に癒合し吸収され毛丈ボ残れば郎ちσα軌oe賜P伽の形になるQ

　（第15図）

　外葉ほ大部分のものが4節からなり，唯翻旬性で湊）るH鱒）躍漉♂αθ丈ほ簡単な2鮪からなるに過ぎないQ

唯乙㎝g卿磁♂αθだけほNaupliusが浮游性で湊）ることと共に外葉4節を有し，同時に内葉の歯もGymmple哉と

同様の形をなし，叉第2触角のCoxopoditeの歯もEα7ツαc’¢o‘dα6に比し発達が悪）・Q

　4）他の附團肢

　第1Maxilla　σα」㈱漁θ及びσ甜70Pα9¢¢α8でほ第3stageで1の小隆超にすぎないボ，第4Stageで急に発

達して内外2葉に分れ，各葉に数本の毛を附けるQ第5Stageで両葉閉の陥入が更に潔くなり，第6Stage

でほ内葉ぼ数ケの節に分れる痕跡を示し，附属毛り数も糟加する。外葉も基部から関筋によつて分れるもの

が多）・o　Poπ翻汕8でほ夫程の発達を示ざず，第6Stageでも僅かに内外葉・う朔瞭になる程度で湊）るoオ6α酢

粥ααでほ特殊の形態を示し奇妙な小さな毛を附した状態で各Stageを過し，第6Stageでも2叉せず，広い

前節（Pr（）xima1）と狭い後鮪（Distal）をなす丈で，筏筋ほ轡曲した鈎をもつているo

　Podopleaでも0痂・磁や0πoα副ま第4Stageで細長）・内外葉を分ち，特に0％6α8α怯第6Stageで内葉が3節

に分れるのが著しい。之も本種が潭游生活を蛍むことを示すもので凌、るQの吻鮮，H鱒）αα伽sでほ小形であ

るo乙o脚ゆεδ‘αのみほ内外葉興に分惰し，叉瓢andibleと略同大の発蓮を示すo

　第2瓢axilla及びMaxiUiped

　σα♂απ掘αc，（γ8舶堺》隅9認‘乙clま一般に第4Stageに第2蟹axilla，第5St＆geにMax亘Hipedの始痕を示し，第6

Stageで附属肢として簡単乍ら形を示↑（但E％伽幽ほ例外）Qしかし他フ）ものほ第6Stageでも皮膚の高ま

りとして僕かに認められるに過ぎないQ

　游努肢（PleOPodi）

　第5Stαgeでは一般に未だ何等の始痕も見えな）・Q只乙o勢ゆ84ゼ面θのみぽ第5Stageで殆ど第6Stageと同

年呈度に発’遙…した溝溝（肢（Pleopod）2対を示すことが…署しいo

　殆ど奈てめものが第6Stageで始めて2対のPle」podを生ずるがンPr呂，糊4■酬吸びρ‘岬ごo鵬s砂α曜甜ゴ＝第3

対迄を痕跡的乍ら生ずることが報告ざれていろQ
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第1，第2対の形ほ何れも大同小異で，多少内外葉に分れ，数個ク）棘様の毛をつけている。

　　　　　　　　・　　　第5章系統護生學的考察
第1節　各科Nauplius

　　　　間の類縁性

　以上に述べた形態か　ら

見て，各種族間の関係に

就き観察してみる○附属

肢の関鮪数の多いこと，

叉その内外葉が共によく

発達し，その附属毛も同

様の形態のもので凄）り，

且つ変態が順を追つて

飛躍的でないこと等から

見て，σ漁磁」αθのもの

がCopeρo（iNaupliusの

基本型であることは聞，轄

いないであろうo而して

形態上の分化が行・われて

σβ瞭OPαμα6，Po媚♂薦一

昭を経てPo伽μ醐のσΨひ

♂OP漁θから一方α熈翻αβ

或ほOo解αe漁Gへ，他方

丹r砂pα磁島κα8へとll贋次進

んだものであることが認

められるQ今それを具体

的に述べるに当り，この

関係を最も簡単に示し得，

るのは赦凌ndible丙葉第

1節の丙面にあるMas－

ticatOfy　processであるQ

　大略」ま前籔　瓢andible

の頃に述べたが，各科の

内葉をそのMasticatory

prOcessと、共に図示する

と第15図の如くで湊）つ

て，基本型であるσ伽ル

伽αのものを見ると，内

課…第1，2筋嬉1癒合し，

第1節に相当する部分の

内側のproceSsほ1個の

隆起をなして之に5本の

毛をつけている。第2節

に相等する部分ほ末端に

4，側面に2本の毛を1有

Fig．　15　　Endopodite　of　man（iible　and　masticatQγy　process　σn　it

　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼

　　　　　　　　　杵　・＼＼ll暴．幅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　A：P61ageて、typeB；lnしermediatetypeC一＝Sじc・ndary癖elageYtyうe

　D：Creeρertyρe
　　l　Galanus　　　2　Rhi甑c＆；菰nus　　　3　Euchaeta　　　　　4　PaYacalanus
　　5　Diaptomus　　6　C3ntropages　　7　Epilabi（locera　　8　Tortanus
　　g　Euryしemom　10Acartia　H　Cyclop53しr¢nuus　12Cyc・Leuckaτti
　　13　0itbona　　　　14　0ncaea　　　　15　Cyc．　serruγatus　　16　Tigriopus

　　17Psamathe　18Canth（）camptus　191dya
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　するQ附属毛の数も之が基本数で湊）つて，科によつてProcessが発達すると共に次第に退化を示し，或は数

　を減じ，或は中の特定のものが発達して種々変形し，他は？省滅するoその変化の程度ほ浮游生活乃至沿岸

性，飼飼性の夫女グ）程度に対応するので湊、るQ

　　第15図中A区のもの～訓浮灘性（Pelager　tyρe）に属するもの，D区ほ翻冨1性（ICreeper　type）のものであ

　り，B区はその中聞型で湊）るo　C区ほ中間型から＝次的に再びPelagerの方へ濫んだものと考えられるもので

　湊）るo

　　第1のPelagerに属するのほ（7蜘旭磁8，P卯ごo痂♂α吸びP磁o鮮8αのLoπワや8‘嗣α8であり，中問群ほ（ヌ拠切一

　pJeαのT8η30？・認αθ，オ6α1・‘耀α6，σ6舶u郷φ4α87P伽’6JJ潔磁及びP認OFJoαの（ん8Jo魎4鰐の一部，二i次的Pelagerは浮

　溝性のσツ40魍．及び0伽α陀伽α，0η6αθ掘αc，σo？ツ6αe弼αθ，Creeper蕊ほ（短cJopsの底棲性のもの及びaωやα6醜掘αe

　で凌）るo

　　図に明かなように，Pelagerは何れも基本型と大差なく，一部に多少変化した肪が認られるに過ぎないo

唯潔海性で且つ体丙に多量のyolkを有している刀7磁α伽ほ附属毛並びに西last萱catory　Prσcessの著しい退化

　が認，めρ）れ，叉E7鵬♂α痂ηαも同様多少の退化を示しでいるのほ梢特…殊の形熊と言えよ5。次に中聞群につい

てほ，先端の毛及びMasticatory　Process上の毛の数が減じ，代りにProcess自身が可成り大きく突出し，

　その上の毛の1或ほ2は発達して彊いspineになつでいるのが目立ち，内葉そのものとProcessとほ略同等の

大さであるo

　CreePertypeになると内葉の木体ほ漸次満失して，ナイフ又ほ鋏を具．えたProcessが大きく1の器官と

　して独立する形になる〇

　二次Pelager－typeは中聞型をこ比べて葺lasticatory　PPcessの毛ほ滑かなフオーク状で，且つその3本の毛

は同様に長いQ

　次に個たの科につき系，統発生的に観、察ずるとPα7‘呂副α翻でほProcessほ1本の毛が明かに大きく発蓮し，

・ヨ他の2本がすぐ傍に小ざくついて居り，今一組の2本はProcess’尉申畏したのでその根本の所に分離して残

吻歯面から後退した形になり，退化を暗示しているo

　疏叩ご㎝伽8ほσα伽電6s型で原型に甚だ近い，しかるにσ翻70μg伽θほPα驚α♂㈱湘の形に近く且つ一本の歯

ぼ更に大形になつている。そして之ほZ｝伽翻漁8の前駆となるように患ぽれる。艶脚Pε（伽は2本の歯が大形

匠㌃り，他の2本ほ細く租後退している。この形が更に進んで，廊α漉漁8の形になり，之では2の歯が互に

向き合つで稽轡曲した大歯になり，他の毛ぽ1本になつてずつと後退している。望8mo7乞磁e，痴α痂昭α8ぽ班一

α卿惚と共に第2節の和6木で退化しでいない・この■剛菅伽の形畷に進化した他鱗の1説し・特

殊の方向に進化レたもの三と考えられるQ　AcartiaのMand湖吸び第2触角のCoxopoditeの瓢olar　p「ocessが

他の腫類に比べ特殊の形を有する点，又第2触角外葉が第1Stageで3節しかないこと等からも本種が可成

　り特殊の性．質’を有することと一致してFいるo

　σεπf70pα畝♂α8ぽP佛観Ji磁6を経てPO‘♂0盟♂eαに連絡するよ5に見えるQ　P隅鰯‘面8の5ちEp伽6丞♂068rαのMas－

ticatory　Processほ大きい棘1の両側に小棘が1対，更にその両側に極く小形のものが1対あり数に於ては

原型と同じく，第2節の毛も6あるが，形に於てほ大分変つているQしかし又一方同科中のT（）rtanusでほ同系

統の形でほあるが，歯ほ大1個，小1対のみで，第2肺の毛ぽ5本になつているQ之ほ第2節が酊成り大き

い1つの節をなしている点が異るが，Cyclops属1二Pの比較的津游生・活を堂むσ。Sご7侃珈sのProcessの形と相

蓮ずるものがあるo此の種の，先端に3本の棘を有するProcessの形ほ次第に円みを帯びて0勉㎝Z脇を経て

0η耀αに至り，均勢のとれたフオーク状になる。又他方Po％剛漁8のProcessほCreeperの方へも移つてσッ4－

ops鈎蹴s，σ・8卿赫rα伽を経て’f岬側乞磁α8の形になると解釈せられるoそして1木の棘の発達したものが

弼g痂p騒sの形となり，2本が発達して鋏状になつたものが11α？脚痂硲の型と見られよ5Q

　唯iHα型αε鷹σ‘4中の乙佛gゆ8（♂‘αほ親が前記の通りCYeeperであるに反し，Naupnusは非常◎孚游性で，極く

表面に津游するもので湊，む，その体形も種々の、首に於て一般丑岬襯轍嬬から離れ，第2触角外葉が8節に

なる点，PleoPodが第5Stageで2対表ぽれる点，等幾多異つた性質即ちPelagic　lifeに適した型を表1ますの

であるが，MandibleのProcessもσ脚πoP伽のσe卿oPα9弼αcのものに似た形になつているQ
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　、瞬己のようにσ2／40四8にほrンlasticatory　Processに彊い棘の湊）る（γ郷s脚ω」働s型と，フオーク状の長毛に

なつている（γ耀．乙働6κ脚万型と凄、るが，前者一1まCreeperであり，後者ほ比較白勺1孚溝性iであるo邸ち前者のPr－

ocessほ底面を倒鯛しつつ餌をLabrumに押し込み・或ほ埣く等〃く便であり，後者ほ・浮游中にLabrumの附近

に来た微少浮灘物の逸晩を防げるに好都合であろ50之ほ0漁o脇から伽弼αと次第にPelagerの方に発達し，

前者は真のCreeperであるHarρacticidaeの方へ進んだものと見ちれるQ之と同様の意味が第2触角とMan－

dibleのCoxopoditeのMolar　Processについても書い得られるのであるo而して此処に興、味のあるのはオ6α，・‘一

溜α6のもので，第2触角MolaY　Proce＄sほ一般αy鵬0卿αと大分趣を異にし，正fαr郷む‘砺dαcに近い，之に反

し，MandibleのCoxopodiしe上のMolar　Processほ逆に（hJα％伽αに近い。師ち何れも，より以上に擁餌作用

をなす型の方に傾いているのであつて両者の性質を象ね具えたものであるQ

　第2節　成体に於ける分類との比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　い
　Gymnople＆の雄の生殖器を詳細に研究したG・HEBERERの報告によると，醜」㈱i4αθを基本型とし，D2⑫一

ご餓掘α8（E飽70ωpθのみを研究）TO旧07掘αθは基本型を有し，σθ襯叩αワ掘αらP侃ご認毫磁6及び・46α痴薦α8ほそれ

とは異つた形を有するとしているo之ほNaupliusで上述したこととよくブ致しているo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13、
　叉qESBR苞CETほ』P戯ell漁eと五卿‘耀αεとを同科中の亜科としているが，之に対しG．HEBERERほ形

態的には色々関係があるが，生殖器にほ明かな相違があり1，オoα7■廊1雪r他のCalan（）idとほ全く異ることを指摘

し，両者を夫々独立した科とすることを主張している。

　Naupliusでも■6α，・’副ま上述のように全く異る形態を有するQしかし■cα7・ぬにほ多数の種類があり，痴研一

乞α4魏側αα伽や∠．α傭棚のよ5な大洋性のもの，瓦6ザπ0脇，オ．伽g伽肌招の如く内湾性のもの等種々あ

り，Naupliusは後者だけしか観察されていないがら一般にほ演釈出来ないかも知れないoしかし同属のもの

は多くの場合同様の形態を有することが普通であるから，以上の点からオ剛翻αθを独立した科にする方が蛋

当と考えるo
　　　　　　　　　（37）
　C．B・WILSONほ独立生活ぽree一銭vin9）CopepodaをCalanoida，Harρacしicoida及びCydopoidaの3

に分ち，Calanoidaで18，Harpacticoidaで1ラ7Cyclopoidaで10の科を設けCalanoidaではσ6砧ご，・・pαg漁θ，疏一

卿ごわ痂伽，P㎝ご8」醐α8，17・漁η敵ε及痴α？伽αθを，Harpacticoidaでほ乙㎝吻）c磁1嘱丑α？脚翻伽8，σαη伽6α一

鵬P‘伽8等を，Cyc10Poidで歴0伽o痂面c，σ圃卿♂α8を0η鰯擁θ，σ07脚8漁6と共に，各独立した科としてい

るo

　成体の体制の点及びNaupHusのOrt瓶o及斑etastageの数の麺則等からGIESBRECHTのGymnoとPod－

OPleaの2Tribeに大別する方法も存続する意義ほなくもないと考えるo叉以上に述べたNaupliusの形態から

言えば，P㎝ご認薦αθと望’o撫繍どαβ・丑α塑αα緬磁εとσ㈱伽偽糊）配α8等ほ亘最いて分離する必要もなく，思はれるoし

かし乍ら，GIESBRECHTの所謂σ8肋・・蝉〃漁8より酬叩ごo痂‘傭を，Poηご8♂♂比♂‘5θより」α瓢漉漁εを，Hαrpα8ごi・

翻αβより，乙o昂9ゆ6‘粥αθを｝σ3／40頭♂α8より0勲o痂4α8を独立さし，叉0％α48弼α8をsuborder　Cyclopoida中の1科

としたことにほ同感を覚えるo

　以上の考察により，著者ほここに．収扱つた種．類の分類を第2章に罷した如く排列したので湊）るQ

　上述の各科聞のNaupliusの形態の関蓮性を表示すると次のよ5になるQ

　　　　（Pelageγ一type）　　　　　　　　　　（Secondary　Pelager　tyρel）　　　　　　　　（Creeper－type）

Ca1縦nina

一シEucalanina一
　　　　　　　「

　LレParacalanina・・

＿＞Euch換etina

→Diaptomidae…一

L（）ng三pedidae
　　　↑

Oncaeidae

Corycaeidae
　　拳
0孟thonina
　　タCyclopina

　　季

りCenし「ζ）pagidae〕

L＞Pontelli（1ae．

。Temoridae　　　　　　「
r。Ac計tiidae

（i煎e工mediate－type）

CyclOpidae一

　↓
Harpacticidae
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第6章　他種族N＆upliusとの比較

　Crustaceaグ）5ち1arvalf（）rmとしてNauPliusを有1』るもグ）ljr

　　Subphylum　Entomostracaの中では

　　　Order　Phyll（）podaの2のsuborderFF

　　　　　掛απ8ん吻囲ωま全てのものに

　　　　　σ♂磁o僻αは扉Pご0401鳩丈に

　　　Order　Copep（）d琶及び

　　　　ヶ　Cirripediaほ全てに之を有するo

　　Subphylum　Malacostracaでは

　　　Order　Scbizopodaの

　　　　　fam．五彌p加％麟4螺及ぴ

　　　Order　Decapodaの

　　　　Suborder　Macmra中の

　　　　　fam　Pcπ繭磁8と

　　　　　fam8町翻磁θとが之を有する。

　此様にその発生段階にN載uplius　stageを有するものがCrustaceaの種族の広い範囲に亘つて存在し，且つ

之等ほ何れもNauphusとしての一般的定型を有Lて居り，叉もつと進んだ形で卿化するものでもNauplius

の型を’示すStageを卵中で過すことから，此型ボCrustaceaの祀先形を示すものであると言ほれているQこ

のよ5にNaupliusほ一般に体制，附属肢の形等に一定のものを有していろが，細部にほ種族に依つて夫々

差違があり』，特長をもつている。以下にCopeρod＆Naupliusと他のものとの異同について蓮べる。

　体形は豆型，円盤型叉細長いもの色たあるが何れも外部に現われる体節がないoしかしStageの進むにつ

れて肢盤じ，少く樵繭d淋鞭分化することを・示すの胴漏類の性質であるQσ伽ゆ磁Na－

upl置usでほ乙碗7αほ画外だが大多数のものがfrOntl＆teral　homを有して前端ボ左右に客出しているのが著し

い特長と云えるQ叉此Naupliusほ体の後端1うミ細く突出して所謂丁赴racoabdom韮nal　pr傑essとなり・先端が

2叉しているものが多いo之ノゴ詔p乞48の後期Naupliusに見られるが，其飽のものにほ現われない○叉背甲の

末端も伸長しで，CaudaDrocessを作るものが多いo之ほB7‘5臨淵㈱Zoeaのprocessと相同のものと見られ

るが，他のNauPliusでほ之を作るものほ見当らない。しがしCirripedia中でも之を作らな1いもの’猫）り，本

種の決定的特徴とほならない○

　多くのNaupliusほ眼，葭の左右に駈謂sensory　filament（掛α％爾oP囲α7（γ乞r7ゆe♂5α，況傭068傾α7‘51）叉は

frontalorgan（P8肥舵％）を少くとも第2Stage以後に1ま有するQしかしσoP6po♂α，耳叩伽ηs6‘5又馳Pごo♂orα

は持つていないo

　Furcaほ乃uπ面o，o磁，伽p耐03u，（γ伽ゆ麟αの或るもの等ほ痕跡的にしろ始めから2叉の傾向に湊）り，

Stageの進むにつれて明瞭！くなつてくろ。P伽6漁幡之に近いQσ・P・2）・5ど‘‘，翫画7鰍等一ま体フ）後端オ潤

くシ之に一対の（後期では数対の1）附属棘をつげていて，〃岬側溜αeのものが後期に多少2叉すろものが

湊、る丈で湊，る。（γoμpo磁の沿岸性，並びに底陵性のもので捻・後期でも後体部の伸長が非常に少いが他の

Naupliusは始めから又少くも後期にほ可成1り伸長するo

　何れ｝1、始めは5謝の肢があるが，B7α％砺o，認αほ最初からPle増odを有するo之等以外のものでは，第4

対以下の肢が晩皮変態につれて発現して来る順序が頭部に近い方の肢から順次に呪則正く現ツこれてくる場合

ほ，それほz伽e醐αのものとよく似ていて，最も原始的な（7船鷹cαで凌）るとざれる。

σ。即。¢（5でほ0伽α以上の中間型，及びFelage型は・規則的に発現し，σ卿ps以下底難麟の1測axi1“

laや喪laxillipedより・もPleoPod（第1及び第2）の方が発現が早い○叉E？卿側s漁θJfαc？’～轟7‘のよ5に浮游性

のものほ規則的だが，反之（γ伽吻麟αほ6のPle）podの方が早く僅かに第4脚が痕跡的に現われるに過ぎな

い。伽ηcん卯・4α，σ♂‘轟c」・徽等何れもPle・P）dが早く出現するQ

伽卿では変態の濃罐防急激な体形変化をすることなく，比較的基本型僻ま藤し，幼型を永く残

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一30一



しているQその附属肢

も略同様の形を有して

或る肢に限り特殊の発

達や退化をすることほ

少いQ
　主な肢について各種

のものを比較すると，

　第1鯛角ほ歪てUn－

iram・usだがσOP叩醜

Naupliu～でほよく発／

達し，節も明かで，之

ほ願化直後でも・比較的

明瞭である○σ¢冴ゆ8dr一

乞αも同様で頑丈な形で

ある○此の触角の大い

さについては，Pelag一

α↓

い

眺1

Fig。16　Fσrms　of］N「auplii　of　voriousr　Custacea

αヒ

　燭ε

墜．侮

2

角が次第に大きくな
るQ　E秘Pんα翻乞α，　Pβπ一

αβ堀α6等でぼまだその

傾向ほ現われないが，

σ伽卿θ碗αでほ多少現

われ2遜P幽」吻痂α

では明かに第2触角が

大きいQ同じ掛㈱6妊

opo磁の五7ε抽惚αC3現一

？ηπαd招及び0如do6θ雌の

L曜曲剛看は第1触角

は痕跡の高まりに1毛

αユ

〆　、

　　　　　　　　　　偽
　　　　ゆ

頚

α之

〃三

α1

α1

ω1

4鉱1”

6

α之

総

軌

α2

コ

　　7　ユ1　α
　α～　　　　○
　　　　　！残1／　α～
　　　　　！1鰍　　　　　＼
　　　　　llだ　　瓶

憎　　t！
ll

1Cirripedia（by　Fujinagセ（）f　Kasallara）　　2　Sacculin孜（by　Delage）

3　Euphausia（by　Leb∂ur）　　　　　　　　　　4　Pen2eus（by　Fujinagセ）
5　Apus　（by　Claus）　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　Lepto（10ra　（by　Sars）

7　Estheria（byFicker）　　a1：1st　Antenna　a2：2nd　Antenna

を附するに過ぎないoσop卿α♂α，σ乞7吻）畝α以外のものでほ，節の発達が悪くP6氾αε％sのNaupliusが後期に

その基部に数個の小さい隣を痕跡的に示す丈で他ほ単に細長い棒状で，その上の附属毛の数も非常薗減少し

ているQ

　第2鯛角ほ全てBiYamousでン構造もよく似ているQ只PrσtopoditeがσoPθP薇αでほ必ず2個の節（Coxo－

podite及びBasipodite二）になつているが，Pθπα8薦8ηでほ3個の筋が第2Stageで痕跡的に，第4Stage以後

ほ明かに見られるQ刀％勉㈹S砺刀r侃8Z痂pO♂α，σ♂認068rα．等指倭）まり明瞭な賄をしていないo　E％6伽吻εd乞α

とR傭068P加7αほ之もCopepodaと似ていて，肢全体としてほずんぐりと力彊い形で，E％P加窃編，P8παθ麗

でほ細長い柔．軟な、感じで，又内外葉同｛蔓に近く，σ叩8po4αに比し長いY状をしでいるグ）が著しい。而して初

期のStageでほ，何れの肢も分雛を示ざず，Pcπ鰯sでほ第4Stage←6始めて分繍するが，こク）際（γopεpo4αに

於けるよりも，多節を示すGprotopoditeのMolar　processほ加鮮do7α，E叩加鵬漁θ，R鳩068勉α胸P8鷹蔽8
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にはないQ其地のものはCoxopodite，Basipodite共に歯状隆起（Nolor　Process）ヵミある。しかしE％6‘唐一1

Pε碗αでもそのNauplius　Stageを親り哺育室1（BrQodchamber）の中で過すものや，多量のyolkを体内に有

して艀化するものほ持つていないo独立生活のものほCoxoのみならずBasipoditeにも大形の阿as¢at（）ry－

processを有するのであるが，σoPεpo面NaupliusでほB＆sipoditeには1－2本の毛を有するに過ぎぬ点が

異る，その代りにCopeρodaの丑α？ツα碗醒α8のNaupliusのよ5に内葉が変形して弼大な桿になり，先端に可

動の棘を有するのほ他のNaupliusには見られない特徴で湊）るQ

　M貧nd2bleほOo贋p裾αでほCoxopodite及び内葉第1節の顕asとicatory　process　lく特長を有つていると．共に

外葉ほ2～4節の分節を示し，游泳肢たる形態を残しているが飽のものでほ游泳肢の形態を失い，退化の傾

向に凌）るのが認、められるo邑口ちβγω％o碗P鵬でほ1外葉，内葉共に1筋で，又MasticαしoryprOcessの発蓬悪く，

Protopoditeの内面に僅かの高まりがある丈であるo扉Pご0407αでも長い無節のPalpが1あるだけであるo動

物性餌料を主とする本種ほその特異な食性と共に非常に特異な形のMandibleを有している。

　σ乞痴F臨αでほこの肢もCQpepodaに似ているが，第2触角と同様外葉は多節で，4～5節あり，内葉ほ無

節から3節迄が凌）るQ（70p8pα♂αでほStageの極く後期にpelagicの性質のもののうちに稀に2節になるもの

があるにすぎないが，Cirrip3diaでは大多数のものが，2節に分れるのが1特長と言えるQ既のように瓢an－

dibleの外葉が分節するのほ他の種類にほ．見られないQ

又σ¢77蜘曲で1納葉第1節のMasticat・rypr・cessほよく発達し，σ・P8剛励P・剛配（属6・のものに似た形

熊を示すQBasip・dit吸びC・x・P・diteのMasticat・rypr・cessもよく発達しているQR伽㈱加αほ簡単で・

Basi，C・x・P・dite共に附属物なく，End（）P・diteほ1笛Ex・P・d魁ま3節である。

E％卿繍で1瀧1，第2Sねgeで1増麺の伽蜴・赫8脳andibleを有しているがン次o）B征etanauplius置La－

geになると瓢andibleほ退化して内外葉ほ痕跡になり，Basipoditeの阿asticaヒory　processの駈迄退化して純

然たる羅餌の為だけの附属物となるQ之ほ本種に限る特長である。

　Pθπ面46ηのものでほProtopoditeと外，内葉の鹿ほ不明瞭で，外，内葉共に1節で先端に毛を3本有する

だけで凌）る。第3StageからPr・t・P・diteの内面が膨出し始め，之ほ後に（第6Stage）》lasticat・rysu「face

を形成する。このキ5に1のProcessでなく，面として発達するNaupliusは他には知られていない。

　Nauplius中のCopepoda　Naupliusの特長としては

　1）FrontI＆teralhornのなL・こと0

　2）体の後端に附属毛叉ぽ小棘がある以外強大な突起がなく，2叉する程度も少い・

　3）附属肢は比較的太く関節も明瞭で・第1触角ぽよく発達し・多くの毛をつけている0

　4）第2触角の妻r・tの・diteほ常首0簡で，内葉ほ稀に2簡になる多く1卸簡で凌）る・

　5）Mandibleの外葉ほ大部分が4節でHα，脚c”6漁θだけほ．1簡艶内葉ほ1－2節でその第1節内面にほ特

長的のMasticatory　processがあるQしかし団asヒicaヒory　surfaceを作るものぽない0

　6）Mandibleほ瓢etan＆uplius　sしageたなつても退化することはないQ

　　　　　　　　　　　　　第7童　Copepo（1a　N＆upliusの検索表

　体ほ豆型で左右に側扁し，Chiしin　plateほ薄いQ附属肢ほ長大で，furcaの棘ほ左右密接し7体の後

端・ま比較的尖るか叉ほ細い楕円形，第2触角外黄ほ多くほ基部に小さい第1節を有する…σ拠π0卿α…（1）

　体ほ上下に稽或ほ全く扁李，Chitin　plateは比較的厚く，附属肢は大ならず，Furcaの棘ほ左右に離

れン体の後撒鈍円一磁）るQ一一…一…・…一一・…・・……・一………▼一……………・P・♂・吻一噸く12）

（1）附属脚3対のみ（・rth・nauphus）…・・………・…一……・一『・“…………一・・…一……一・”〈2）

　　　附属肢ほ4対以上（瓢etanauplius）……P一一…一……・・…・………g……・…1…………、…・…………（11）

（2）第1触触櫛に3毛励（第1Stage）一…一一・…一…一…一甲・………一一・……’…〈3）

　　　第1触角ほ末節に4毛湊）り（第2Stage）一……一…・一一・…・……・，……・一…・…・・…・一…一（7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ノ『濯ぬααα第1S亡a望e
（3）Fuγcaに附属物なし一
　　　Furcaに棘1対凌）り＿・………・…一…一・一…・…………一・…・一一…一・一…壁………………』’…’（4）

（4）第2触角外葉3節，第1触角に区分なく，3本の附属毛は同長………一・一・d6α禰dασ第1Stage
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　　第2触角外葉5籔以上…・……曾………・…・…………甲…り＿＿＿＿＿＿，．．＿＿＿＿．＿．＿。．＿＿＿＿．．〔ラ）

（5）　第1触角第2節に区分なし

　　第2節附属毛1のみ芝第1節になし………∴・……・■一………・……・一・一…¶〔7‘磁泌弼昭第I　Stage

　　第2節に長毛1レ小棘2一・………・・一一一…一・・……一・』一……・価…・・Z》卿，ご齢漁8第1Stage

　　第2臨に附属毛1～2…・……一……・一・一・………・・……・………一・∴…一………・・……・……一（6）

　第歪触角第2節に第1区分あり・附属毛ほ3毛同長……………・…・……甲…・…◆…・ヱc偽o醐娚第1Sしage

（6）第1触角第1筋に附属毛0叉は1毛，第2節に2毛第2触角外漿は小形の第1関衛を分離ずる

　　　ものあり・………一……・………・・………・・一一・一……・一一一…・……・σ6舶つPα錘」αε第1Sヒage

　第1触角第1節に小棘，第2筋1小棘1毛友）り第2触角外藁ほ小形の第1小関寮を

　　分離せず・……一……・■……¶・…………・…・……・r………甲………・……・■・・………■Po観8♂」弼αo駒1Stage

　第1触角第1簡に1毛，第2飾1毛，第2触角外藁ほ小形第1節を分離せず…∬？鵬伽‘ηα角奪I　Stage

（7）furcaにほi棘のみ，第1触角附属毛ほ2長毛1小棘，第’2節に区分なし…E％‘知6伽α第2Stage

　furcaの附属棘正対………………・・一………・………・岡一一・…………一・一…・…………・一………………』…一（8）

C8）第1触角第2節に区分なし

　　附属毛は長毛1，小毛2…一・…一…一一・……・P…◆・■……一……一一一一騨一…一………・………・…（9）

　　附属毛ぽ長毛2，小毛1，願andible内褒，第1笛内面は三角形に著しく膨出し，先に2の弓状

　　棘あり…………・…甲…・……・………P……・…………・甲…………一……・…・…rr…・ノ46α7衡‘4α8第2Sヒage

　　附属毛2「のみ・……………『・一・一………・齢…・……・一・・…・一…・……・…一・一一……9…・・……9…（10）

　第1触角第2節は第1区を分つ

　　本区’士第1節と癒合し之に1小棘を附し，第2節に1長毛1小棘あり瓢andible内嘆第1筋内

　　面！窪著しく膨出し之に大棘1，小棘少くも1対湊）り…………一・『…一…・Poン瑠♂乞如第2Staga

　　第1区ぽ第1筋と懸合せず，附属毛陵3毛同長，魚rcaの棘ほ著しく長く左右不相称，後体郭
　　イ申長…欝し・…………・り…一……一…・…・齢………………一・・……………・…・・……・…48船”認αc第2Stage

　第1触角第2節は第3区を分離ず，3附属毛同長

　　Furcaにほ1対の三角形の短棘凌）り，腹部は伸長せず…………Pα7妖P8θ嘱o）儀♂α葛れα第1Stage

　　E夏音5ほイ申長す……・…騨・・…一…………・・…・…………・…・昏・・………■　P　　　　ケ　　　　　　第2Stage

（9）　1穫＆ndibla外葉末節2毛，外葉β付属毛’ま計5本…・・一…・一……………　…・一……一〇「α如陀物諾第2Staga

　髄and孟ble外葉末雛3毛，外葵附属毛汁6本…・一…………・・一・・……・一…・…9…D細’o痂痴8第2Stage

（10）第1触角第1筋に附属毛なく，第2筋2毛あり，第2触角外葉に小形の第1筋湊．り計6筋とな

　　る◆……………・r・■………・………・■r………臼………r曽・甲…・…・・……r・■…・・……甲▼σ8瞬γ∂P諾脚8角醇2Stage

　第1触角第1節に附属小毛1あり，第2触角外葉ほ小形の第1筋なく，5瞭なり

　　第1触角第2節に2毛凌）り，furcaの1対の棘ほ小…………・一・・一β08惚伽，13’・肌8伽第2Sヒage

　　第1触角第2筋ほ1」毛1小棘，furcaの1対の棘ほ長し………・………・一…刃初6吻痂肌第ゑStage

（1111）斑andible内蔑上の赦asticaヒory　pr（）cessの形1ま基本型

　　第2触角外醍の小形第1節ほ痕跡的或ぽ明かに分離ず，furcaの棘ぼ太く数多レー一・6’漁π伽

　　第2触角外葉の小形第i筋欲分離し，fuγcaの棘’蹄田ぐ簡単で凄）る一・……………・……B吻卿脚

　　furcaに先端2叉せる神経黒凌）り，第1触角第2節に第1区湊）り・一一…・・一一・『……・・疏卿ご脇泳e

　　Rlasしicatory茎）rocess畢ま痕跡約で附属毛1，第2触角外葉の小形の第1筋ほ分離せず…E7眉¢物伽α

　　Processほ棘42末端に4ミ毛凌）り……・・…………・…・…………・…・…………＿…．．，＿．＿1『窃c認α吻加α

　　Proce3sほ長く丙面に突出，2の弓状に向い合つた棘あり………………………………Aca瑚正d＆e

　　Processほ2長棘と2毛・……………”……………’…’。…’……………’●’……”………”』…77θ脚「漁ε

　　Processほ1の強い菌と2細毛，第1触角箕2筋ほ第1区を分つボ之愉第1筋と簾合し1細毛

　　澄）りo第2筋亭ま1細毛と1長手……P・………■・・……………・……・…………………一…………Poごc‘麗4αe

　　Processほ1長棘2毛，少し根本の方に退いて2毛あり。内葉先端・こほ6毛o第1触角第2飾
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　　　ほ第3区を分つ………・……・・一・……………6…・………¶……・・…・‘…・…◆……・・…一∴・Pα7α鰯α痂％α

　　　Prσcessほ2大棘2毛Q第2飾末端にぱ6毛ありQ第1触角第2飾にぽ附属毛2
　　　のみp”………1－1一’…’・一……・・一………一・一…………1・一∴……∴・・……一ひ伽塑9吻

（12）Mandible外葉ほ2節，第2触角外葉は4節……………・・一……………・一・………ηα7Pαcピゼo漁8

　Mandible外葉は4筋………・…・甲…一……9………9一・…・……一・一…一一…・一一・』…㌔…・一7∴7（13）

（13）第1鱒角第2節に区分なし

　　　第2触角外舞6節，・短andible内藁の阿asticatory　process一まフオーク状の棘湊）り……一・」0齢伽

　第1触角第2節に第1区分湊、り

　　　背甲の1末端は長針となる，M＆ndibleの丙巽のProcess1大棘，4毛凌）り・…・一……んo％9卿8碗4α6・

　　　瓢aadible内葉のProcessほ1又ほ2の大棘及び2叉ほ1の毛を有す………………底i陵性Cyclops

　　　脳1andible丙葉のProcessほフオーク状の棘婁）り…………一・…一…一・一・……・一一…・・一（14）

　第1触角第2筋に第1区を分つが，之ほ第1節と癬合し1棘婁）り，第2附には1棘1長毛の

　み……一………・………一……『『…一…‘………・…一一……・……・・…一・一……一曾一・一一σorヴ6磁8乞4αθ

（14’体形ほ長楕円形，後体部特！こMetanaupliusで4ま第1Maxilla以下の腹部畏し…一一・・0鵬6漁8

　体形楕円形，第2Stage以後腹面に数群の小棘列あり………・・………・一………一・・一・…浮灘性σ四叩8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　括

　従来知られているCopepoda　Naupliusを観察し，浮游性，調飼性或はその中間型等色々の型を示す生態

の相逮を見せる各種Naupliusの成長の型及ぴ形態が夫々差唯のあることを示し，叉形態ほ体形及び特1こ附

属肢の膨に於て明かに差が表欲れていること，又その生態と関連して読明し5ることを述べた0

　1）成長ほ体長をB，Stage数を8とすると，

　　　　　β跨68α及ぴB＝βε憾

で表ぽし5る2群に分ち得るQ第2のものほ即ちBrooksの法則とされるものであるが，第1群ぽPelager

で，第2群は澹岸，底棲乃至陸水のものが之に属する，C）醤⑳da以外でもPelagerのものでほ第1群り型1こ

従5ものが多くあることを示した0

　2）附属肢の伸長も式示し得，且伸長に関しては上記と同様の2型があるQ

　3）第1触角ほ3節が原型であるが，第2節ほ更に分笥つ領向を示しここに所謂区分を作る。比鮫的PeL

agerのもの程区分発達し7Creeperには現われないQ附属毛の数もPela露r程・多い0

　4）第2触角ほ游泳移動器官として浮游性彊いもの程，内外葉共に発達し，特に外葉には多くの簸（7－

8）を発達さすQ　Pelagicの生態から離れる程，乙移動器官で湊）ると同時に囁餌器官としても用いられ，C（）x－

oPodiヒeにBiolar　PYQcessを具へ，外葉の分笛も少くなり，Cre3perでぽ4節丈になる。反之内葉ぽ発蓮して

互大な腕となり，その先端にほ可動のナイフを具へ購餌器官となる。

　5）瓢andibleはPelagerで1ま略第2触角に似た形で，唯Coxop）diしeにCreeperの第2触角に於けると同様

の瓢olar　processを有するQ脚ちPelagerのMandibleとCreeperの第2触角とほ丁度同じ作用，意轟を有す

ると言える。CreePerの性質を帯ぴる程Biandibleほ純羅餌器官として特異な形をとるに至るQ瓢andible内

藁第1節内面の∬lasticatory　process4ま之等の関係を示す重要な目標となる。

　Pelagerは簡単な5本の毛をもつのみで，Creeperの性質の高まる程変化発達し，1又ぽ2の特定の毛が大

きく発達し，それに俘い，他の毛ほ漸時後退又ほ退化するo

　σα♂㈱伽α・Z地pごo痂4α8ほ基本型，オ鮒伽ぽ2本の特殊の棘あり，望7θ脚3弱α8ぽ両者の中間型懸湊）る。Pα7α一及

びPsθ認oσ蜘窺sほE％副α廟αと共に基本型に似て居るが，1本の毛が納大きく発達しているoこの傾向ほ次

第に発展して（γ6卿OP噸♂αθ量POη翻沼αεを経てPO♂opJ8αに至る。

　P副o弼εαでほ2型が見られ，1ほ再びPelagerへの方向へ進む0流o脇0π6‘乙伽の型で長いフオーク状の毛

をつけ，他はCreeperへ澹むもので丑α？脚cご溺♂αεの型となるQ之でほPr（）cessほ発達して，丙漿本休ま先端

の附属毛を残すのみで完全に退化し，ProceSS丈が大きく突出して，その先端の附属吻ぽ発達して鋏又ぽナ

イフ状になるQ
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　以上2型の分岐点に当るのほσ画0炉ηαで凌）るo

　親がCreeperで湊）るのに対し，全くPelagerとして物活する五〇πg～抑♂れNaupllusほ丹αア脚o樒繭8と奄ぐ．異

り，全ての体制1附属肢の形態ぽσ碗7卿α卿αθのものに似ている。

　6）厚上の観察よ餌禦閃pliusり形態の系統発他学的φ蓮輿を考察レ，又成体にρいての従来の分類と

比較した。

7）C・pep・da以外のCrustaceaNaupliusの灘とC・pep・daN典upliusの湿の異同嚇融郷・，

　8）既知N駄upliusについての検索表を附した○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　　考　　丈　　献

　　1）CAMPBEL，〕M・H・1934・The　life　history　and　Postembryonic　developmentP　of　Copepo（13，

Calanus　tonsus　Brady　and　E鉱eんα伽ゴαpo痂α1匠α蹴乃㈱偽∫。BioL　Bσad．Canad扱，Vσ1，1，，No。1

　2）DIETRICH，W・1927・Die　Metamorphose　der　frei　lebenden　sUsswasser　Copepoden・・Zeit－
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